7 ニユアルのほいかた 


广 まむしてお使いいただくために- S 

•パソコンをお取り扱いいただくためのミ主意事項 
ご使用前に必ずお読みください。 

_ J 


七ットアップガイド（本書） 

•パソコンの準備 

■ Windows のセットアップ 
•電源の切りかた 

• Q & A 集（電源び入らないとさ） 

■ U カバ U (再セットアップ） 

• デイ I 」ーケアとアフターケア 
など 


广 取扱説明書- V 

• 電源の入れかた 
• 各部の名前 

• 増設メモ I 」の取り付け/取りはずし 
•パ'ッテ U パックの交換 
• システム環境の変更とは 
など 

V_ J 


广 オンラインマニュアル- . 

Windows び起動しているときにパソコンの画面上で見るマニュアルです。 

起動方法「1章0画面で見るマニュアル」 

•パソコンを買い替えたとき 

•パソコンの基本操作 

• ネットワーク機能 

• 周辺機器の接続 

•パ'ッテ U で使ラ方法 

• システム環境の変更 

•パソコンの動作びおかしいとき/ Q & A 集 

など 

\_ J 


广リリース情報- . 

• 本製品を使用するラえでのを意事項など 
必ずお読みください。 

「はじめに- ■■ U リース情報について」 

_ J 
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買ったときの状態に戻すには-リカバリ- 


45 


□ リカバリとは . 46 

田リカバリをする前に確認すること . 46 

回リカバリ DVD 书 0 M / リカバリ CD - ROM について . 47 

团リカバリをはじめる前にしてお<こと . 48 

已リカバリ=再セットアップをする . 已〇 

のいくつかあるリカバリ方法 . 已〇 

回八ードディスクか!5リカバリをする . 已1 
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デイ u — ケアとアフターケア- 


□ 日常の巧り巧いとお手入れ . 70 

B アフターケアについて . 7已 

B 捨てるとを/人に譲るとを . 77 

リカバリ（再セットアップ） チェツクシー ト . 88 
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はじめに 


このたびは、本製品をお買い巧めいただき、まことにあ 
りびとラございます。 

本製品を安全に正しく使ラために重要な事項び、付属の 
冊テ『安むしてお使いいただくために』に記載されてい 
よ 〇 

必ずお読みになり、正しくお使いください。 

お読みになったあとは、いつでち見日れるよラにお手元 
に大切に保管してください。 


广 化ずお読み<だをい。 


V 


安瓜してお巧いいただくために 


正 IXSSlCffiS し'I化だ < ために.で记 fflW 姐で本* e よく ない。 


y 


本書は、なの決まりに従って書かれています。 


KI 記号の意味 


A 警告 

"取扱いを誤った場合、使用者び死亡または重傷(*1)を負ラこ 
とび想定されること"を示します。 

A を意 

"取扱いを誤った場合、使用者び傷書（*2)を負ラことび想定さ 
れるか、または物的損害(*3)の発生び想定されること"を示し 
ます。 


データの消失や、故障、性能低下を起こさないために守ってほし 
し、内容、仕様や機能に関して巧っておいてほしい内容をおします。 

メモ 

知っていると便利な内容をおします。 

V 3 役立つ操作集 

知っていると役に立つ操作を示します。 


このマニュアルやほかのマニュアルへの参照先を示します。 

このマニュアルへの参照の場合…「」 

ほかのマニュアルへの参照の場合…『』 
オンラインマニュアルへの参照の場合…《》 
オンラインマニュアルにはさまざまな情報び記載されています。 


*1 重傷とは、失明やけが、やけど（高温•低温)、感電、骨折、中毒などで、後遺症が残るをのおよび治療に 
入院-長期の通院を要するをのをさします。 

*2 傷害とは、治療に入院や長期の通院を要さないけが-やけど-感電などをさします。 

*3 物的損害とは、家屋-家財および家畜-ぺット等にかかわる拡大損害をさします。 
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B 用語について 


本書では、次のよラに定義します。 


システム 

特に説明びない場合は、使用しているオペレーティングシステム （0 S ) をおします。本製品 
のシステムは Windows Vista です。 

アプリケーションまたはアプリケーションソフト 

アプ U ケーションソフトウエアを示します。 

Windows Vista 

Windows Vista ® Home Premium、Windows Vista ® Home Basic または Windows 
Vista ® Busin 己 ss を示します 0 

Business モデル 

Windows Vista ® Business び搭載されているモデルをおします。 

MS-IME 

Microsoft ® Office IME 2007または Microsoft ® IME を示します。 

ドライブ 

DVD スーパーマ)しチ ドライブ/ DVD - ROM & CD - R / RW ドライブ/ DVD - ROM ドライブ/ 
CD - ROM ドライブを示します。内蔵されているドライブはモデルによって異なります。 


Office 搭載モデル 

Microsoft ® Office Personal 2007または Microsoft ® Office Professional 2007びプレイ 
ンストールされているモデルを示します。 


PowerPoint 搭載モデル 

Microsoft ® Office PowerPoint ® 2007びプレインス I ルされているモデルを示します。 

無線 LAN モデル 

無線 LAN 機能び内蔵されているモデルをおします。 

指紋センサ搭載モデル 

指紋センサび搭載されているモデルを示します。 

TPM 搭載モデル 

TPM 機能び搭載されているモデルを示します。 

卜ークン機能搭載モデル 

I -ークン機能び搭載されているモデルを示します。 

HDD リカバリ機能搭載モデル 

八ードディスクに U カバ U ツールび搭載されているモデルをおします。 
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記載について 

•記載内容には、一部のモデルにのみ該当する項目びあります。その場合は、「用語について」 
のモデル分けに準じて、「* * * * モデルの場合」や「****シ U— ズのみ」などのよラ 
にを記します。 

• インターネット接続については、ブ□-ドバンド接続を前提に説明しています。 

•アプ U ケーションについては、本製品にプレインスIルまたは付属の CD/DVD か日イン 
スI-ールしたバージョンを使用することを前提に説明しています。 

•[コント□-ルパネル]画面には「コント□-ルパネルホーム」と「クラシック表示」の2 
種類びあり、本書では、「コント□ールパネルホーム」に設定していることを前提に説明し 
ています。「クラシック表示」になっている場合は、[コント□-ルパネルホーム]をクリツ 
クしてください。 


读示例） 

• 本劃こ記載している画面やイラストは一部省略したり、実際の表示とは異なる場合びあります。 
•キーボード操作の説明は、キーボードの文字をすべて大文字で表記しています。ご購入のモ 
デルによっては、キーボードの大文字とル文字の表記び異なる場合びあります。 

EST rademarks 

• Microsoft. Windows. Windows Media. Windows Vista、 Aero、 Outlook、 Excel. 
PowerPoint は、米国 Microsoft Corporation の米国およびその他の国における登録商標ま 
たは商標です。 

• Intel、 インテル、インテル Core、Centrino は、アメ U 力合衆国およびその他の国における 
Intel Corporation またはそのモ会社の商標または登録商標です。 

本書に掲載の商品の名称は、それぞれ各社び商標および登録商標として使用している場合びあ 
ります。 
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コプロセッサ （ CPU ) に関するご注意 

本製品に使われているプ□セッサ （ CPU ) の処理旨轨はなのような就牛によって違し佩現れます。 

• 周辺機器を接続して本製品を使用する場合 
• AC アダプタを接続せずノ（ッテ U 駆動にて本製品を使用する場合 
•マルチメディアゲームや特殊効果を含む映像を本製品にてお楽しみの場合 
•本製品を通常の電話回線、ちしくは低速度のネットワークに接続して使用する場合 
•複雑な造あに使用するソフト（例えば、運用に高性能コンピュータび必要に設計されている 
デヴィン用アプ U ケーシヨンソフト）を本製品上で使用する場合 
• 気圧びほい高所にて本製品を使用する場合 
目安として、標高1.000メートル （3. 280フイート）しソ上をお考えください。 

•目安として、気温已〜3ぴ C (高所の場合2已で）の範囲を超えるよラな外気温の状態で本製 
品を使用する場合 

本製品の八ードウエア構成に変更び生じる場合、 CPU の処理能力び実際には仕様と異なる場合 
びあります。 

また、ある状況下においては、本製品は自動的にシャットダウンする場合びあります。 

これは、当社び推奨する設定、使用環境の範囲を超えた巧態で本製品び使用された場合、お客 
様のデータの喪失、破損、本製品自体に対する損書の危険を減らすための通常の保護機能です。 
なお、このよラにデータの喪失、破損の危険びありますので、必ず定期的にデータを外部記録 
機器にて保をしてください。また、プ□セッサび最適の処理能力を発揮するよラ、当社び推奨 
する状態にて本製品をご使用ください。 

■巨4ビットプ□セッヴに関するを意 

己4ビット対応プ□セッサは、己4ビットまたは32ビットで動作するように最適化されています。 
巨4ビット対応プ□セッサはじ(下の条件をすべて満たす場合に64ビットで動作します。 

•己4ビット対応の 0 S (オペレーテイングシステム）びインストールされている 
•己4ビット対応の CPU / チップセットび搭載されている 
•己4ビット対応の BIOS び搭載されている 
• 己4ビット対応のデバイスドライバびインス I -ールされている 
•己4ビット対応のアプ I 」ケーシヨンびインス I -ールされている 

特定のデノ（イスドライバおよびアプ U ケーシヨンは巨4ビットプ□セッサ上で正常に動作しない 
場合びあります。 

プレインス I -ールされている 0 S び、日4ビット対応と明示されていない場合、32ビット対応 
の 0 S びプレインス I -ールされています。 

このほかの使用制限事項につきましては各種説明書をお読みください。また、詳細な情報につ 
いては東芝 PC あんしんヴポート 0] 20-97-] 04到こお問い合わせください。 
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MM 着作権について 


音楽、映像、コンピュータ•プ□グラム、データベースなどは著作権法により、その著作ちお 
よび著作権ちの権利び保護されています。こラした著作物を複製することは、個人的にまたは 
家庭内で使用する目的でのみ行ラことびでさます。上記の目的を超えて、権利者の了解なくこ 
れを複製（データ形式の変換を含む)、改変、複製物の譲ミ度、ネットワーク上での配信などを行 
ラと、 r 著作権侵書」「著作ち人格権侵書」として損書賠償の請巧や刑事処罰を受けることびあ 
ります。本製品を使用して複製などをする場合には、著作権法を遵守のラえ、適切な使用をむ 
びけてください。 


匯画リリース情巧について 


n 」 u —ス情報」には、本製品を使用するラえでのミ主意事項などび記述されています。 

必ずお読みください。巧の操作を行ラと表示されます。 

①[スタート]ボタン （©) 一 [すべてのプ□グラム]一[はじめに] 一 [ UU - ス情制 
をク I 」ックする 


E ■巧い終わったとを 


パソコンを使い終わったとき、電源を完全に切る方法のほかに、それまでの作業をメモ U に保 
をして一時的に中断する方法びあります。この機能を、「スリーフ」と呼びます。 

ス U —プ機能は、次に電源スイッチを巧したとさに素早く中断したとさの状態を再現すること 
びできます。その場合ス U —プ中でちバッテ U を消耗しますので、 AC アダプタを取り付けてお 
くことを推奨します。 

なお数曰 LU 上使用しないとさや、付属の説明書で電源を切る手順び記載されている場合（増設 
メモ U の取り付け/取りはずしや、バッテ U パックの取り付け/取りはずしなど）は、ス U - 
プではなく、必ず電源を切ってください。 

ス U — プ/電源を切る ri 章 □ 使い終わった S 」 
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•本製品の内蔵八ードディスクにインス I ルされている、または付属の CD / DVD か日イン 
ス I -ールしたシステム （0 S )、 アプ U ケーションじ(外をインス!-ールした場合の動作保証は 
でさません。 

• Windows Vista Home Basic 搭載のモデルでは 、 Windows Vista Home Premium 、 
Windows Vista Business に搭載の一部の機能 （Windows Aero インタフエース、 

フ U ップ 3 D など）はご利用になれません。 

• Windows 標準のシステムツールまたは本書に記載している手順 LU 外の方法で、パーティ 

ションを変更-削除-追加しないでください。ソフトウエアの領域を壊すおそれびあります。 
•内蔵八ードディスクにインス I ルされている、または付属の CD / DVD からインス I ル 
したシステム （ OS )、 アプリケーションは、本製品でのみ利用でさます。 

•購入時に定められた条件じ(外で、製品およびソフトウエアの複製ちしくはコピーをすること 
は禁じられています。取り扱いにはミ主意してください。 

• 本製品に内蔵されている画像は、本製品上で壁紙に使用する L ソ外の用途を禁じます。 

•パスワードを設定した場合は、忘れたとさのために必ずパスワードを控えておいてください。 
パスワードを忘れてしまって、パスワードを解除できなくなった場合は、使用している機種 
(型衝を確認後、保守サービスに連絡してください。有償に口（スワードを解除します。 
HDD パスワードを忘れてしまった場合は、八ードディスクドライブは永久に使用できなく 
なり、交換対応となります。この場合ち有償です。またどちらの場合ち、身分証明書（お客 
様自身を確認でさる物）の提示び必要となります。 

• 本製品はセキュ I 」ティ巧策のためのパスワードの設定や、無線 LAN の暗号化設定などの機能 
を備えていますび、完全なセキュ U ティ保護を保証するちのではありません。 

セキュ U ティの問題の発生や、生じた損書に関し、弊社は一切の責任を負いません。 

• 指紋認証機能は、正しくお使いいただいた場合でち、個人差により指紋情報び少ないなどの 
理由で、登録•使用びでさない場合びあります。 

• 指紋認証機能は、データや八ードウエアの完全な保護を保証しておりません。本機能を利用 
したことによる、いかなる障書、損害に関して、一切の責任は負いかねますので、ご了承く 
ださい。 

•ご使用の際は必ず本書をはじめとする各種説明書と『エンドユーヴ使用許諾契約書』および 
『ソフトウエアに関するミ主意事項』をお読みください。 

• アプ U ケーション起動時に使用許諾書び表示された場合は、内容を確認し、同意してくださ 
し、。使用許諾書に同意しないと、アプ U ケーションを使用することはでさません。一部のア 
プ U ケーションでは、一度使用許諾書に同意すると、じ(降起動時に使用許諾書び表おされな 
くなります。 U カバ U を行った場合には再び使用許諾書び表示されます。 

•『東芝保証書兼お客様登録カード』は、 r 東芝保証書」と「お客様登録カード」を中央の切り 
取り線で切り離せます。 r 東芝保証書」は記入内容を確認のラえ、大切に保管してください。 

本製品のお客様登録（ユーヴ登録）をあ日かじめ行っていただくよラお願いしております。本体 
付属の『お客様登録カード』または弊社ホームページで登録できます。 

詳細について《オンラインマニュアル》 






Da [ユーザーアカウント制御]画面について 

操作の途中で[ユーヴーアカウント制御]画面び表おされた場合は、そのメッセージをミ主意し 
て読み、開始した操作の内容を確認してか日、[続行]または[許可]ボタンをク U ックしてく 
ださい。 

パスワードの入力を巧め日れた場合は、管理者アカウントのパスワードで認証を行ってくださ 
し、。 
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パソコンの巧促 

—セットアップー 

この章では、パソコンの置き場所、 Windows のセットアップ、電源の 
切りかたなど、お買い上げいただいてか5実際に使い始めるまでの準 
倫と、ほかのマニュアルについて説明しています。 


1使う前に確認する . 12 

2最適な場所で使う . 13 

3 Windows セットアップ . 14 

4使い終わった！5 . 24 

已画面で見るマニュアル . 30 









■箱の中身の確認 

『dynabook * * * * (お使いの機種名）シ U —ズをお使いのかたへ』を参照して、付属品び 
そろっているか、確認してください。足りない物びある場合や、破損している物びある場合は、 
東芝 PC あんしんサポートにお問い合わせください。 

まち PC あんしんサポート『ま芝 PC サポートのご案内』 

■型番と製造番号を確認 

パソコン本体の裏面に型番と製造番号び記載されています。保証書に同じ番号び記載されてい 
ることを確認してください。番号び違ラ場合や、不備びあった場合は、東芝 PC あんしんサポー 
卜にお問い合わせください。 

各部の名称について『取扱説明書』 


ちれずに巧つてください 


■ Product Key は大切に保管 

本製品には、パソコン用基本ソフト （ OS ) としてマイク□ソフト社製の Windows び用意され 
ています。この Windows にそれぞれ割り当て日れている管理番号を 「Product Key 」 といい 
ます。 

Product Key はパソコン本体に貼日れているラベルに印刷されています。 

このラベルは絶対になくさないよラにしてください。再発行はでさません。 

紛失した場合、マイク□ソフト社か日の保守サービスび受け日れなくなります。 


■海が保証を受けるには 

ミ毎外で使巧するときは「海外保証（制限付)」 ( ILW:lnternational Limited Warranty ) によ 
り、海外の所定の地域で、保証書に記載の無料修理規定および制限事項-確認事項の範囲内で 
修理サービスを利用でさます。 

利用方法、保証の詳細については『海外保証（制限付）のご案内』の記載内容および保証書に 
記載の無料修理規定を読んで、確認してください。 


■保証書は大切に保管 

故障やトラブルび起こった場合、保証書びあれば保証期間中 
(保証期間については保証書を確認してください）は東芝の無 
償（無料）保守サービスび受け日れます。 

保証書に記載の内容を読んで、確認したあと、大切に保管し 
てください。 


■使用する前に 

本製品を使用する前に、必ず本書をはじめとする各種説明書と『エンドユーヴ使用許諾契約書』 
および『ソフトウェアに関するミ主意事項』を読んでください。 


■■箱を開けた6まずはこれか6 




ほ3巧に確認ずる 
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mm パソコンに最適な環境とは 

人間にとって住みやすい温度と湿度の環境び、パソコンにち最適な環境です。 

なの点にミ主意して置さ場所、使ラ場所を決めてください。 

• 安定した場所に置さましよラ。 

不安定な場所に置くと、パソコンび落ちたり倒れたりするおそれびあり、故障やケガにつな 
びります。 

• 温度や湿度び高いところは避けましよラ。 

暖房や加湿器の送風び直接あたる場所はよくありません。 

•強い磁気を発するちのの近くで使用しないでください。 

磁石はちちろん、スピーカ、テレビの近くは磁気の影響を受けます。磁気ブレスレットなど 
もパソコンを使用するときははずすようにしましよう。 

• 照明や日光びあたる位置ち考慮しましよラ。 

照明や日光び直接ディスプレイにあたると、反射して画面び見づ日くなります。 

• ラジオやテレビの近くで使用しないでください。 

ラジオやテレビの受信障書を引き起こすことびあります。 

• 無線通信装置か日離してください。 

携帯電話ち無線通信装置の一種です。 

•パソコンの通風孔をふさびないよラに置さましよラ。 

通風孔はパソコン本体内部の熱を外部に逃びすためのものです。ふさぐと、パソコン本体内 
部び高温となるため、本来の性能を発揮でさない原因や故障の原因となります。 



2 I 最適な場所でほミ 
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3 I Windows セットアップ 


パソ n ンの準備—セットアップ— 






凸 Windows セットアップ 




セツトアップをするとさのを意 


■ 周辺機器は接続しないでください 

• セットアップは AC アダプタと電源コードのみを接続して行います。 

セットアップび完了するまでは、プリンタ、マウスなどの周辺機器や LAN ケーブルは接続しない 
で < ださい。 

■ 途中で電源を切 S ないでください 

•セットアップの途中で電源スイッチを押したり電源コードを抜くと、故障や起動でさない原因に 
なり、修理び必要となることびあります。 

■ 操作は時間をあけないでください 

•セットアップ中にキーボードの操作び必要な画面びあります。時間をあけないで操作を続けてく 
ださい。 

3□分け上タッチパッドやキーボードを操作しなかった場合、画面に表示される内容び見えな< 
なる場合びありますび、故障ではありません。 

もラ]度表示するには 、I て] キーを押すか、タッチパッドをさわってください。 


Windows のセットアップ 

電源コードと AC アダプタを接続し、電源を入れてください。 

接続方法は『取扱説明書』を参照してください。 

パソコンび起動した日、 [ Windows のセットアッス画面び表示されます。 

幻メモ 

♦ [ Windows のセットアツス画面が表示されるまで、しばらく時間がかかりますが、この間に電源を 
切らないよラにして<ださい。 


[国または地域]欄に「日本」と表示されていることを確認し、[次へ] 
ボタンをクリックずる 


、 I 巧 Windows のたかトアップ 


公夕 Windows Vista * 


Business 


国また(が但试 (£) : 

[Bx 

— 

居のとま爸のがすの: 

1日ス建(日本） 

> 

キーポードレイアウトの: 

^Microsoft IME 

> 


TOSHIBA 


Copyright ® 2006 M に rosoft Corporation. All rights reserved. 


巧へい） 


(画面は Business モデルの場合の表示例） 
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凸 Windows セツトアップ 


ク U ックとは 

タッチパッドに指をおいて、上下左ちに動かすと、 
指の動さに合わせてディスプレイ上の「[^」（ポイ 
ンタ）び動さます。 

目的の位置にポインタを合わせたあと、左ボタンを 
] 回巧す操作を「クリック」といいます。 


タッチパッド 



1 


[ライセンス条項をお読みになってください]画面び表示されます。 

ライセンス条項の内容を確認し、[ライセンス条項に同意します]の左 
にある巨]をクリックする 


ライセンスを項に同意しないと、セットアップを続行することはできず 、 Windows 
を使用することはできません。 

表示されている条項文の続きを表示するには、画面のち側にある r ボタンをクリッ 
クします。 

をク U ックすると网になります。 


[次へ]ボタンをクリックする 

[ユーヴー名と画像の選択]画面び表示されます。 


Windows Vista では、複数のユーヴび1台のパソコンを別々に使用することびでき 
占 9 〇 

そのとさ、使用するユーヴによって違ラ環境で Windows を起動でさるので、 
Windows 起動時にどのユーヴび使用するのかを識別する必要びあります。そのため 
に、複数のユーヴび使用する場合は、ユーヴそれぞれを区別するための名前を登録し 
ます。 

次の手順で入力するユーヴ名は、管理ちユーヴを登録するためのちのです。 

管理ちユーヴとは、複数のユーヴでパソコンを使用する場合、全体を管理してほかの 
ユーヴの使用制限を設定したりでさるユーヴです。 


ユーザの 名前を入力ずる 


ライセンス条項に同意 
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凸 Windows セットアップ 


3ユーザの 名前を入力する 

■ [ユーヴー名を入力してください]と書いてある下の欄に、管理者ユーヴの名前を入 
I 力してください。 



rdynabookj と入力するときは、キーボードで回山的 [AJ 的回回因と巧し 
ます。 

■キーを押してち表示されないときは 

キーを押してち文字び表示されない場合は、入力欄に「 I 」び点滅しなびら表示され 
ていることを確認してください 。 r I 」は力ーソルといい、表示されている位置から 
文きなどを入力できます。表示されていないときは、[ユーヴー]欄をク U ックして 
ください。 

■入力を間違えたときは 

• 力ーソルの左側の文字を削除する . I BACKSPACE I キーを巧す 

• カーソルのち側の文字を削除する . \DEL I キーを巧す 

カーソルを 左ちに動かすには、卜 I キー または F * I キーを 巧します。 

ほかのユーヴは、あとで登録できます。 
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凸 Windows セットアップ 


パスワードを入力する 


パスワードを入力する 

[パスワードを入力してください]と書いてある下の欄に、 Windows □グオンパス 
ワードとして設定したい文字を入力して<ださい。 

Windows □グオンパスワードは半角英数字で] 27文字まで設定できますび、8文字 
じ(上で設定することをおすすめします。英字の場合、大文字とル文字は区別されます。 
Windows □グオンパスワードを入力しないでそのまま次の画面へ進むことちできま 
すび、セキユ U テイ上、設定することを強くおすすめします。 


な巧 Windows の t ットアップ 


—ヴー名と西♦の法が 


ごのユーヴーると西か 主ユーヴーアカウン h を表します,ここで巧巧するアカウントは.コン 
ビュータの音巧ちアカウントです. 


ユーヴーちを入力してください（巧： 3ohn)(U); 


ノ〇•つードを入力してください（巧男)化)： 


このユーヴーアカウントで巧用する田1«を逗巧してください： 


底 ' 4 &む成泣!險 


巧へ脚 ■ 


入力した文字は「♦♦♦♦♦」で表示されるため、画面を見て確認することはできま 
せん。入力し間違えてち画面ではわからないので、気をつけて入力してください。 
Windows □グオンパスワードを入力すると、すぐ下に[パスワードをちう一度入力 
してください]といラ入力欄び表示されます。 


パスワードをもう1度入力する 

[パスワードをちラー度入力してください]と書いてある下の欄に、手順 I 
した Windows □グオンパスワードを、もう]度入力してください。 


I で入力 


《さ巧 Windows の它ットアかブ 


ユーヴーると西みのまが 


このユーヴーると Sflt ( むーヴーア巧ウン h を表しまず,ここで巧巧するアカウントは，コン 
ビュータの居を吾アカウントです. 


ユーヴーちを入力してください（巧： 3ohn)(U); 


か n 日 book 

ノ〇つードを入力してくだちい（巧ち)巧)： 


ノ〇•つードをちラ ーS 入力してくだちい (B): 


このユーヴーアカウントで巧巧する西 gf を进巧してください： 


fe こ^ む•.成®!險 


I 巧へ脚 
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凸 Windows セットアップ 


パスワードのヒントを入力する 


設定した Windows □グオンパスワードを忘れてしまったときのために、ヒントを入 
力しておいて、パスワード入力画面で表示させることびでさます。 

必要な場合はパスワードのヒントを入力する 

[パスワードのヒントを入力してください（省略可能)]と書いてある下の欄に、それ 
を読めば自分だけはパスワードを思い出せるよラなヒントを入力してください。 

パスワードのヒントは入力を省略することちできます。 

その場合は、何ち入力しないで手順〇に進んでください。 


ューザの画像を選択する 


どのユーヴであるのかを示すために、ユーヴ名のほかに画像を登録することちでさま 
す。 

使いたい画像をクリックする 

画面下部の画像群から、使いたい画像をク U ックしてください。 

[巧へ]ボタンをクリックする 

[コンピュータ名を入力して、デスクトップの背景を選択してください。]画面び表示 
されます。 


-夕の名前を入力ずる 


コンピュータに名前をつけるのは、使用するパソコンをほかのパソコンと区別するた 
めです。ネットワークに接続する場合は、必ず設定してください。 

コンピュータの名前を入力する 

[コンピュータ名を入力してください]と書いてある下の欄に、半角英数字で任意の 
文字列を入力してください。半角英数字じ(外は使用しないでください。またこのとさ、 
同じネットワークに接続するコンピュータとは別の名前にしてください。 



パソコンの画面（デスクトップといいます）の背景を設定します。 


使いたい画像をクリックする 

画面下部の画像群から、使いたい画像をク U ックしてください。 

ク U ックすると、選択した画像び実際の背景に表示されます。 

[巧へ]ボタンをクリックする 

[ Windows を自動的に保護するよう設定してください]画面び表示されます。 
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凸 Windows セットアップ 


一夕の保護の設定をずる 


[推奨設定を使用します]をクリックする 


ち f Windows の它ジトアップ 

Windows を有をりに巧含するよう設定してください 


'资 


巧まを定を使用します (R) 

き妄 W ま巧プ□クラムや措巧のま巧プ□クラムをインストールしたり、インターネジ h 
の聞居をよ0ちまにしたり、オンラインで巧虽の足巧呈を fi 設したりします， 


重要な更巧プログラムのみインストールしますの 


Windows 用の t キユリテイのま巧プ□クラムおよびその化の垂妄な更巧プ□クラムの 
みインストー •! レします， 


@をで巧誌します (A) 


逗巧されるまで.このコンビユータに它丰ユリテイの巧 S がまる巧をはがちります. 


iT てな巧情を5表5 一. ま了 


巧受設定を巧巧するとき、またはま巧プ□クラムをインストールするときに.一部の’盾巧が 
Microsoft にをちさ打ます.を恒されたちまが，お客巧をを別したり、お客巧に里得を巧つたり 
するために使用さ n ることはあ。まだん. プろ-*~パろ一.こがする再明ち yjs 声-に =1.1 


[時刻と曰付の設定の確認]画面び表示されます。 


時刻と日付を確認する 


コンピュータの内蔵時計の時刻と日付び合っているかどラか、確認します。 

時刻と日付を確認する 

合っていない場合は、正しい内容に設定してください。 

-[タイムゾーン]は、欄のちにある 
▼ をク I 」ックして、表示された 


とさ 時 Windows のかットアップ 


時効と日巧の設丢の在密 


タイムソーン闷 


|【GMT ♦的; 00) ス旧，化巧、ちを 

’1 





。ミ2程） 


I なへ ( N ) 


地名か日 r 大阪、化幌、東京」を 
ク I 」ックしてください。 

’年•月の左ちにあるィまたは 
► をク I 」ックすると、月ごとに 
順に表示び切り替わります。 

年-月を合わせてから、下の該当 
する曰をク I 」ックしてください。 

I 時刻表おのちにある Q または 
[3 をク U ックすると、順に数字 
び切り替わります。 

変更したい時/分/秒をク U ック 
してか日巨]またはをク I 」ッ 
クしてください。 
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凸 Windows セットアップ 



庐 t メモ 

• 時刻と 曰 付は Windows セットアップ終了後に設定することをでさます。 

• 時刻と 曰 付び合っていないと、本製品に用意されているウイルスチェックソフトなどの使用 
期限のあるアプ U ケーシヨンでは、アプ1」ケーシヨンの設定後から適用される使用期限など 
び、正しく計測されないことびあります。そのため、この時点で、時刻と 曰 付び合っている 
ことを必ずお認してください。 

時刻と日付の設定 『 Windows ヘルプとサポート』 


[なへ]ボタンをクリックする 

[ありびとラございます]画面び表示されます。 


g 欄始]ボタンをクリックする 




Windows セットアップび終了すると、コンピュータのパフォーマンスを確認する画 
面び表示されます。 

画面に[しばらくお待ちください。]と表示されている間は、何ち操作しないでお待 
ち < ださい。 

途中で電源を切日ないで < ださい。 

パフォーマンスの確認び終了すると、 Windows □グオンパスワードを入力する画面 
び表示されます。 

手順0で入力したノ（スワードを入力し 、 [ENTER Nf - を巧してください。 


た-:! メモ 

•パソコンを起動するときに流れる Windows の起動音びまれに途切れる場合びありますび、故障ではあ 
りません。 


I 時刻と日付の巧認 _ 

時刻は、画面ち下の[通知領域]に表示されています。日付は、時刻表お部分にポインタを合 
わせると表示されます。正しく設定されているかどうか確認してください。 



正しく設定されていない場合は、 『 Windows ヘルプとサポート』を確認して設定してください。 























且 Windows セツトアップ 


1 Windows Vista でわか5ない操作があつたとを _ 

Windows Vista の使いかたについては、[スタート]ボタン（巧）—[ヘルプとサポート] 

をクリックして、 『 Windows ヘルプとサポート』を参照してください。 

Windows Vista の最新情報やアップデートの情報はなのホームページから確認できます。 

• Windows Vista について 

URL : http :// www . fnicrosoft . cofn / japan / winclowsvista / 

• Windows Vista のアップデート 

URL : http :// winclowsupclate . fnicrosoft . cofn / 

I Windows セットアップびお了した5 _ 

Windows セットアップび終了した日、 U カバ UDVD - ROM / U カバ UCD - ROM び付属してい 
ない HDDU カノの機能搭載モデルは、 U カバ U ディスクを作成しておくことをおすすめします。 
U カバ U ディスクでは、システムやアプ U ケーシヨンをご購入の状態に復元0」カバ1」）する 
ことびでさます。 

U カバ I 」ディスクの作成について《オンラインマニュアル》 

なお、 U カバ U ディスクを使って実際に U カバ U を行うときは、操作の流れをよくご確認くだ 
さぃ。 

U カバ U について「3 章 買ったとさの状態に戻すには」 


mm ドメインに接続ずる 

* Business モデルの場合 

企業内など、ある]つにまとまったネットワークをドメインと呼びます。 

ここでは、本製品をドメインに接続する設定方法を説明します。 

ドメインのユーヴ名やパスワードなど、詳しい設定方法びわか日ない場合はネットワーク管理 
ちに問い合わせてください。 

本製品を複数のユーヴで使用している場合は Administrator と呼ばれる管理をのユーヴに切り 
替えてか日設定を行ってください。 

Q [スタート]ボタン（@)一 [コント□-ルパネル]をクリックする 
Q [システムとメンテナンス]をクリックする 
Q [システム]をクリックする 

[設定と変更]をクリックする 

[システムのプ□パテイ]画面び表示されます。 


▼ 
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且 Windows セットアップ 


巧 [コンピュータ名]タブで[変更]ボタンをクリックする 

[ドメイン]の左にある をクリックしてか5接続するドメインの名 

前を入力し、 [ OK ] ボタンをクリックする 

B ドメインの[ユーザー名]と[パスワード]を入力し、 [ OK ] ボタン 
をクリックする 

Q [ OK ] ボタンをクリックする 
n にのボタンをクリックする 


パソコンを再起動してください。 


パソ n ンの準瞄—セットアップ— 
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ほい終わつた s 


パソコンを使い終わったとき、電源を完全に切る方法のほかに、それまでの作業をメモ U に保 
をして一時的に中断する方法びあります。この機能を、「スリーフ」と呼びます。 

ス U —プ機能は、次に電源スイッチを巧したとさに素早く中断したときの状態を再現すること 
びできます。その場合ス U —プ中でちバッテ U を消耗しますので、 AC アダプタを取り付けてお 
くことを推奨します。 

なお数日 LU 上使用しないときや、付属の説明書で電源を切る手順び記載されている場合（増設 
メモ U の取り付け/取りはずしや、バッテ U パックの取り付け/取りはずしなど）は、ス U - 
プではなく、必ず電源を切ってください。 


A 警告 


電子機器の使用び制限されている場所ではノ くソコンの電源を切ること 

パソコン本体を航空機や電子機器の使用び制限されている場所（病院など）に持ち込む場 
合は、ワイヤレスコミュニケーションスイッチを切った上で、必ずパソコンの電源を切っ 
てください。 

ス U —プの状態では、プ□グラムされているタスクの処理を始めたり、作業中のデータを 
保をしたりするためにパソコンのシステムび自動的に復帰することびあるため、飛行を巧 
げたり、他のシステムに影響を及ぼしたりすることびあります。 


ス U —プにする 


パソコンの使用を中断する場合は、パソコンを「ス U - プ」にしましよう。 

スリープには、通常のス U - プのほかに「八イブ U ッドス U - プ」という機能もあります。作 
業を中断している間にバッテ U の残量びかなくなつた場合などは、通常のス U —プでは保をされ 
ていないデータは消失します。八イブリッドス U —プを有効にすると、データび保持されます。 
ハイブリッドス U — プ「本項 B スリープ機能を強化する」 
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スリープの実巧方法 

[スタート]ボタンをク U ックする 


[電源]ボタンをクリックする 

I y ずべてのブ□グラム 


1 ホ® 開 fg P 



の ■ 1 国 1111 圓 1 園 1—111 

すばやくか業を再関できミ 


パソミの準備-セットアップ- 



























n 使い終わった 5 


D スリープ機能を強化ずる 

Windows Vista には、通常のス U - プのほかに「八イブ U ッドス U - プ」という機能び用意 
されています。 

パソコンの使用を中断したとさ、それまでの作業をメモ U に保をするス U —プに対して、八イ 
ブ U ッドス U —プはメモ U と八ードディスクの両方に保をします。 

作業を中断している間にバッテ U の残量びかなくなった場合などは、通常のス U —プでは保をさ 
れていないデータは消失します。八イブ U ッドス U —プを有効にしておくと、八ードディスク 
から作業内容を復元でさます。 

ハイブリッドス U —プを有効にしている状態でス U —プを実行すると、八イブ U ッドスリー 
プとして機能します。 

またス U —プを実行してか日一定時間び経過すると、自動的に休止状態に移行するよラにち設 
定でさます。 

休止状態 『Windows ヘルプとサポート』 

ハイブリッドス U —プを有効にするには、次の手順で設定してください。 

Q [スタート]ボタン（〇)一 [コント□-ルパネル]をクリックする 

口 [4| r バッテリ設定の変到一選択している電源プランの[プラン設定 
W ( D 変動をクリックする 

I [プラン設定の変更]は、各電源プランの下に表示されています。選択している電源 
H プランの下に表示されている[プラン設定の変更]をク U ックしてください。 


むI ( ，[^なノトドウエアとサウンド ► 呈涅マプシ3シ 





八イブ I 」ッドス I 」ープの設定は、電源プランごとに必要です。 
[プラン設定の編集]画面び表示されます。 
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パソミの準備-セットアップ- 




















El 使い終わった 5 


[詳細な電源設定の変更]をクリックする 


つ トロ HH 3 •函 


«置居マプシ3ン I 


，]*,]「* ま 




巧のプランの苗左の否至；バランス 

お巧いのコンビユータで巧用ずるスリーブな»とデイスプレイの設王をちがしてくださし、. 

'■ ルツテリ巧お ィ^里をこ巧巧 


Q デイスプレイの电 S を切る； | xx 分 

，|| 1な分 

，,| 

♦ コンビユータをス U - ブ巧 g にする：|が巧 

，！ | xx 分 

’1 

y テイスプレイの S 度を男星： 〇 ' 0 

—ぶ 〇 - 

- 0ぶ 


な足5をちのを S に） 


このブラシの民去の唐去をお元する旧） 



巧 


[詳細設定]画面び表示されます。 

[スリープ]をダブルクリックし①、表示される項目から[八イブリッ 
ドスリープを許可する]をダブルクリックする② 



-① 

■② 



パソ n ンの準瞄—セットアップ— 


% 
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八イブリッドスリープを有効にしたい状態をクリックする 

それぞれの項目は、次のよラになります。 

[バッテ U 駆動]:バッテ U 駆動時に八イブ U ッドス U - プ機能を有効にしたい場合 
[電源に接続]:電源に接続してるときに八イブ U ッドス U —プ機能を有効にした 
し、場口' 



3項目の横に表示された，をクリックし①、表示されたメニューか5 
■ [オン]をクリックする② 



[0 K ] ボタンをクリックする 



パソ n ンの準瞄— セットアップ— 




これで八イブ U ッドス U —プを有効にする設定は完了です。 

この状態でス U —プを実行すると、ハイブリッドス U —プとして機能します。 







































































El 使い終わった 5 


^ \〇役立つ操作集- 

一定時間の経過後、休止状態にする 

ス U —プを実行してから一定時間び経過すると、自動的 
に休止状態に移行するよラ設定でさます。 

[詳細設定]画面で[次の時間び経過後休止状態にする] 
をダブルク1」ックし、表示された項目を選択して ▲ ▼ 
で時間を設定してください。 

ス U —プを実行してから設定した時間び経過すると、自 
動的に休止状態に移行します。 

休止状態 『 Windows ヘルプとヴポート』 


V,_ y 




パソ n ンの準瞄— セットアップ— 









































n 使い終わった 5 


2 


電源を切る 


数日じ(上パソコンを使わないとさは、ス U —プではなく電源を切ってください。 
間違った操作を行ラと、故障したり大切なデータを失ラおそれびあります。 




電源を切る前に 


必要なデータは必ず保存して<ださい。保存されていないデータは消失します。 

起動中のアプ U ケーシヨンは終了してください。 

Disk LED 、 ディスクトレイ LED 、 またはメディアの LED び点巧中は、電源を切らないでくださ 
し、データび消失するおそれびあります。 


電源を切るには、巧のように操作してください。 

n [スタ-卜]ポタンをク1」ックする 

D ボタンをクリックし①、表示されたメニューから[シャットダウン] 
をクリックする ② 



ずべてのブ□グラム 


玲巧の雨お 


巧 


巧起封(の 

BIMlwii ~ 乂リ-ソ W 

\ iS )( シで。トダ。ン 【 u ) 


-① 

-② 


Windows を終了したあと、パソコンの電源び自動的に切れます。 
パソコン本体の電源び切れると、 Power （!） LED び消打します。 




電源を切ったあとは 


バソコン本体に接続している機器（周辺機器）の電源は、パソコン本体の電源を切ったあとに 
切って< ださい。 

ディスプレイは静かに閉じてください。強く開じると衝撃でパソ〕ン本体び故障ずる場合びあります。 
パソコン本体や周辺機器の電源は、切ったあとずぐに入れないでください。故障の原因となります。 


■再起動 

Windows を終了したあと、すぐにもう]度起動することを「再起動」といいます。パソコンの 
設定を変えたとさやパソコンびスムーズに動かなくなってしまったとさなどに行います。 
再起動するには、なのよラに操作してください。 

① [スタート]ボタン（@)をクリックし、表示されたメニューか5 0をクリックずる 
⑤ 表示されたメニューか5 [再起動]をクリックする 



パソ n ンの準瞄—セットアップ— 


5 







































面面で見る 7 ニユアル 


Windows び起動しているときに、《オンラインマニュアル》をパソコン画面上で見ることびで 
さます。 

《オンラインマニュアル》には、本製品の使用方法についての説明びより多く記載されています。 

巧のように操作すると 、 「Adobe Reader 」 び起動し、《オンラインマニュアル》び表示されま 
す。 

初めて 「Adobe Reader 」 を起動したときは、[ソフトウてア使用許諾契約書]画面び表示さ 
れます。契約内容をお読みのラえ、[同意する]ボタンをク U ックしてください。[同意する] 
ボタンをク U ックしないと 、 「Adobe Reader 」 をご使用になれません。また、《オンラインマ 
ニュアル》を見ることはできません。 

I 起動方法 _ 

I デスクトップ上の[オンラインマニュアル!/]アイコン（も^)をダブ 
ルクリックする 

《オンラインマニュアル》び起動します。 

反 f メモ 

『取扱説明書』や『セットアップガイド（本書)』の内容ち、パソコンの画面上で見ることびできまず。 
東ち PC 総合情報サイト 「 clynabook.com ( http :// dynabook . com / pc /) J からダウンロードしてくだ 
さい。 

モデルによっては、[スタート]ボタンー[すべてのプ□グラム]一[マニュアル]メニューから起動す 
ることをでをます。 



パソ n ンの準瞄— セットアップ— 


が 








t K ソコンの動かがおかしいとまは 

トラブルの解ミ夫方法を Q & A 形式で説明しています。 


1 Q&A 集 
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■1 卜 & A ま 


トラスレび起こったときは、あわてずに解決方法を探してみてください。 

本書では、主にパソコンの電源び入日ないなど、《オンラインマニュアル》を見日れない状況で 
の Q & A を記載しています。その他の項目については、《オンラインマニュアル》を参照してく 
ださい。 

《オンラインマニュアル》には、よりをくの Q & A び記載されています。 



DL 電源を入れると宝/切ると宝 


Q 電源スイッチを巧しても Power LED び点なしない 

Q 電源び入るび、すぐに切れてしまう 

電源び入5ない . 

Q 電源を入れたび、システムび起動しない . 

Q 使用中に前触れをなく、突然電源び切れることびある 
Q しば5く操作しないとさ、電源び切れる . 


岛指紋認証 


Q 指紋の読み取りびラま < いかない . 

Q 指にケガをしたため指紋の読み取りびでさなくなった 
Q 認識率び下びった5 . 


QItpm 
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33 

33 

34 
3己 
3已 
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36 

36 

36 


37 


Q 誤って TPM を初期化してしまった . 37 

Q TPM を使用しているパソコンを、修理•保守に出したい . 37 


メッセ-ジ . 38 


日画面に 「 Password 二」と表 tjt された . 38 

日画面に 「HDD Password 二」と表示された . 38 

Q 画面に「パスワードを入力して下さい。」と表示された . 38 

Q 画面に 「 HDD パスワードを入力して下さい。」と表示された . 39 

Q 電源を入れたとき、次のよラな指紋認証のメッセージび表示された . 39 

Q 起動時に 「 Windows 再開□一夕‘」が表示され、 Windows び起動しない . 39 

Q 起動時に fRTC battery is low or CMOS checksum is inconsistent 」 

rPress [ FI]Key to set Date / Time 」 と表示され、 Windows が起動しない40 

Q 起動時に「日271 : Check data and time settings -"Press < F 1 > 

to resume , < F 2> to Setup 」 と表示され、 Windows び起動できない . 40 
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Q 「システムの日付または時刻び無効です」と表示された . 41 

Q 次のよラなメッセージび表示された . 41 

Q その他のメッセージび表示された . 41 

Q 八ードディスクか5 IJ カバ IJ でさなくなったとさは . 42 

Q 異常な臭いや過熱に気づいた！ . 42 

Q 画面表示び回転してしまった . 42 

Q この Q & A 集を読んでち解ミ央でさない . 43 

Q 操作でさない原因びどラしてちわか5ない . 43 
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電源を入れるとを/切るとを 


電源スイッチ对甲しても Power LED が点なしない 


©► 電源スイッチを巧す時間び短いと電源が入5ないことがあります。 

Power LED び青、緑または就こ点灯するまで巧し続けてください （ Power に D の色 
はモデルによって異なります)。 


電源び入るび、すぐに切れてしまラ 
電源び入5ない 


(Battery LED がオレンジ色に点滅しているとき） 

バッテリの充電量が少ない可能性があります。 

巧のいずれかの対処を行ってください。 

•本製品用の AC アダプタを接続して、電源を供給する 
(他製品用の AC アダプタは使用でさません） 

• 充電済みのパ' ッテ U パックを取り付ける 

バッテ U の充電について《オンラインマニュアル》 

(DC IN LED がオレンジ色に点滅しているとき） 

©► 電源の接続の接触が悪い可能性があります。 

バッテ U パックや AC アダプタを接続し直してください。 

バッテリバックの取り付け/取りはずし『取扱説明書』 
AC アダプタの接続『取扱説明書』 



パソ n ンの動作がおかしいとさは 


お 
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@►パソコン内部の温度び一定 lu 上に達すると保護機能び働き、システムが自動的 
に停止します。 

パソコン本体び熱くなっている場合は、涼しい場所に移動するなどして、パソコンの 
内部温度び下びるのを待ってください。 

また、通風孔をふさぐと、パソコンの温度は非常に上昇しやすくなります。通風孔の 
まわりには物を置かないでください。 


@►パソコン本体か！ 5 いったん、電源コードと AC アダプタ、バッテリパックをす 
ベて取りはずしてください。 

①電源コードと AC アダプタを取りはずす 

パソコンに接続している周辺機器も取りはずしてください。 

③バッテ U パックを取りはずす 

電源コードと AC アダプタ、バッテ U パックを取りはずすと、電源び入らない状態に 
なります。そのままの状態で、しばらく放置してください。 

③ バッテ U パックを取り付ける 

④ 電源コードと AC アダプタを取り付けて、電源プラグをコンセントに差し込む 
⑥電源を入れる 

電源 コー ドと AC アダプタの接続『取扱説明書』 

バッテ IJ バックの取り付け/取りはずし『取扱説明書』 

しソ上の手順でち解みでさない場合は、保守サービスに連絡してください。 


電源を入れたが、システムび起動しない 


©►起動ドライブを八ードディスクドライブ L ソがに設定した場合に、システムの 
入っていないメディアがセットされている可能性があります。 

システムび入っているメディアと取り替えるか、またはドライブからメディアを取り 
出してから、何かキーを巧してください。 

それでち正常に起動しない場合は、次のよラに操作してください。 

① 臣^キーを巧しなび日電源スイッチを巧し、 [ dynabook ] または [ TOSH 旧 A ] 
画面び表示されたら手をはなす 

② 表示されたアイコンまたはメニューの中か日システムの入っているドライブ（通常 
は八ードディスクドライブ）をキーまたは田圧]キーで選択し、 I ENTER 
キーを巧す 


@►セーフモードまたは前回正常に起動したときの構成で起動し直すことびでき 
ます。 

電源スイツチを已秒じ(上巧して強制終了したあと、起動し直してください。 

起動方法については、『取扱説明書』を参照してください。 



パソ n ンの動作がおかしいとさは 
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ほ用中に前触れちなく、巧お電源が切れることがある 


©►パソコン内部の温度び一定] U 上に達すると保護機能び働き、システムび自動的 
に停止します。 

パソコン本体び熱くなっている場合は、涼しい場所に移動するなどして、パソコンの 
内部温度び下びるのを待ってください。 

また、通風孔をふさぐと、パソコンの温度は非常に上昇しやすくなります。通風孔の 
まわりには物を置かないでください。 

それでち電源び切れる場合は、保守サービスに連絡してください。 

バッテリ駆動で使用している場合、バッテリの充電量びなくなった可能性があ 
0ます。 

次のいずれかの対処を行ってください。 

•本製品用の AC アダプタを接続して、電源を供給する 
(他製品用の AC アダプタは使用でさません） 

• 充電済みのパ' ッテ U パックを取り付ける 

バッテ U の充電について《オンラインマニュアル》 


しば6く操作しないとを、電源び切れる 


か Power LED が青、緑または就こ点'なしている場合、表示自動停止機能が働い 
た可能性があります （ Power に D の色はモデルによって異なります)。 

画面には何ち表示されませんび実際には電源び入っていますので、電源スイッチを巧 
さないで < ださい。 

口りぉ。キーゃ[^なりキーを巧す、またはタッチパッドを操作すると表示び復帰します。 


外部ディスプレイを接続している場合、表示び復帰するまでに1□秒前後かかることび 
あります。 


©►Power l_ED がオレンジ色に点滅しているか、消灯の場合、自動的にスリープ 
または休止げ態になった可能性があります。 

一定時間パソコンを使用しないときに、自動的にス U —プまたは休止状態にするよラ 
に設定されています。 

復帰させるには、電源スイッチを巧してください。 

また、巧の手順で設定を解除でさます。 

① [スタート]ボタン （©) 一 [コント□-ルパネル]をク U ックする 

② [ j システムとメンテナンス]一[ぶ電源オプション]をク U ックする 

③ [電源プランの選択]で利用するプランを選択する 

④ 還択したプランの[プラン設定の変更]をク U ックし、[ディスプレイの電源を切る] 
および[コンピュータをス U —プ状態にする]で[なし]を選択する 

⑥[変更の保を]ボタンをク U ックする 
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指紋認証 


:指紋センサ搭載モデルのみ 


指紋の読み取りびラま < いかない 


©►ちう1度正しい姿勢で操作してください。 

詳しい操作方法は、『取扱説明書』《オンラインマニュアル》または指紋認証ユーティ 
U ティのヘルプを参照してください。 

©►登録してあるちう1本の指で読み取りを行ってください。 

©►どうしてちうまくいかない場合は、一時的にキーボードか！5パスワードを入力 
して < ださい。 

詳しい操作方法は、『取扱説明書』《オンラインマニュアル》または指紋認証ユーティ 
U ティのヘルプを参照してください。 


指にケガをしたため指紋の読み取りびでをな<なつた 


©►登録してあるもう1本の指で読み取りを行ってください。 

©►登録したすべての指の指紋が読み取れない場合は、一時的にキーボードか！5パ 
スワードを入力して < ださい。 

詳しい操作方法は、『取扱説明書』《オンラインマニュアル》または指紋認証ユーティ 
U ティのヘルプを参照してください。 


認識率び下がつたら 


©►指紋センサの表面がよごれていないか確認してください。 

よごれている場合には、眼鏡ふさ（ク U —ナーク□ス）などの柔らかい巧で軽くふさ 
取ってか日ちラ]度指紋認証を行ってください。 

詳細について 『取扱説明書』 《オンラインマニュアル》 


指の:!犬態を確認してください。 

指に傷びあったり、手荒れ、極端に乾燥した状態、ふやけた状態など、指紋登録時と 
状態び異なると認識でさない場合びあります。認識率び改善されない場合は、ほかの 
指で登録してください。 

詳細について 『取扱説明書』 《オンラインマニュアル》 



パソ n ンの動作がおかしいとさは 


% 
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* TPM 搭載モデルのみ 


誤って TPM を初期化してしまった 


0^緊急時/ (ックアップアーカイブファイルと緊急時復元用卜ークンファイルを使 
用して、 TPM の設定を復元してください。 

TPM [Trusted Platform Module 取扱説明書』 


TPM をほ用しているパソコンを、修理-巧守に出したい 


©► TPM を使用している場合、修理•保守に出す前に、次の項目を実行または確 
認してください。 

•八ードディスクドライブの必要なデータをバックアップにとる 

• PSD の内容を、別途外部記憶メディアにバックアップをとる 

•八ードディスクドライブに票急時ノ（ックアップアーカイブファイルを作っている場 
合は、外部記憶メディアにバックアップをとる 

• Security Platform 初期化ウィヴード設定時に作成した累急時復元用 I クンファ 
イルびあるか確認する 

•控えておいた「所有ちパスワード」、 r 累急時復元用!-ークン」用のパスワードを確 
認する 

なお、修理•保守に出すと、 TPM に故障びなくても、 TPM び交換される場合びあります。 
交換されたり、 TPM び初期化された場合、 Windows に□グオンした後（八ードディ 
スクドライブには障害や問題びなく Windows へ□グオンでさる場合)、通知領域の 
[Security Platform ] アイコンに TPM び初期化されていない内容のメッセージび表 
示されます。 

その場合は、累急時バックアップアーカイブファイル、累急時復元用!-ークンファイ 
ルを使って、 TPM の設定を復元してください。 

TPM『Trusted Platform Module 取扱説明劃 

保守サービスについては、「4章旦アフターケアについて」と『東芝 PC サポートの 
ご案内』を確認してください。 


指の置きかたを確認してください。 

指を指紋センサと平行になるよラに置さ、指紋センサに指の中央を合わせてください。 
指紋センサの上に第]関節びくるよラに置き、すべ日せるときはゆっくりと一定の速さ 
ですべらせてください。それでち認証でさない場合は、指をすべらせる速さを調整し 
てください。 

詳細について 『取扱説明書』 《オンラインマニュアル》 
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画面に rPassword = J と表おされた 


かパスヮー ドの入力、または I クンによる認証が必要です。 

なのいずれかの操作を行ってください。 

• 「東芝パスワードユーティリティ J または己 IOS セットアップで設定したパスワード 
を入力し 、I ENTER I キーを巧す 

あ日かじめ「東芝パスワードユーティ U ティ」でパスワードファイルを外部記憶メ 
ディアに保をしておくと、パスワードを忘れた場合に確認できます。ほかのパソコ 
ンの「メモ帳」などでパスワードファイルを開き、確認したパスワードを入力して 
ください。 

•あらかじめ「東芝パスワードユーティリティ」で作成した!クンをブリッジメ 
ディアス□ットまたは SD 力ードス□ットに挿入し、認証を行う 
* 卜ークン機能搭載モデルのみ 

上記の方法を実行でさない場合は、使用している機種を確認後、保守サービスに連絡 
してください。有償にてパスワードを解除します。この場合、身分証明書（お客様自 
身を確認できる物）の提示び必要となります。 

バスワードについて《オンラインマニュアル》 


ENTER キーを巧してください。 


画面に [HDD Password = J と表巧された 


©►パスワードの入力による認証が必要です。 

BIOS セットアップで設定したパスワードを入力し、 

HDD パスワードを忘れてしまった場合は、八ードディスクドライブは永久に使用でき 
なくなり、交換対応となります。この場合は有償になり、身分証明書（お客様自身を 
確認でさる物）の提示び必要となります。 

バスワードについて《オンラインマニュアル》 


画面に r パスワードを入力して下さい。 J と表示された 


©►「東芝 HW セットアップ」または BIOS セットアップで設定したパスワードを 
入力し、 ENTER I キーを押してください。 

パスワードを忘れた場合は、使用している機種（型番）を確認後、保守サービスに連 
絡してください。有償にてパスワードを解除します。その際、身分証明書（お客様自 
身を確認できる物）の提示び必要となります。 
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画励こ rHDD パスワードを入力して下さい。 J と表示された 


BIOS セットアップで設定した HDD パスワードを使って認証を行ってください。 

;欠の操作を行ってください。 

① HDD パスワードを入力し 、I ENTER | キーを巧す 

HDD パスワードを忘れてしまった場合は、八ードディスクドライブは永义に使用でき 
なくなり、交換対応となります。この場合は有償です。その際、身分証明書（お客様 
自身を確認でさる物）の提示び必要となります。 


電源を入れたとを、次のよラな指紋認証のメッセージが 
表巧された 


* 指紋センサ搭載モデルのみ 

•「Swipe finger to authorize access , 
or press BACKSPACE to enter the BIOS password 」 

• r 認証のため指でセンサーをなぞつてください 

BIOS パスワードを入力するためには、バックスぺースを巧してください」 

©►指紋認証が必要です。 

r 指紋認証ユーティ U ティ」でパワーオンセキュ U ティ機能または pre - OS 指紋認証機 
能を有効に設定していると、パスワードを設定している場合に表示される 
rPassward = J または「パスワードを入力して下さい。」というメッセージの代わり 
に、指紋認証を行ラ画面び表示されます。指紋認証を行ラと、パワーオンセキュ U 
ティ機能または Pre - OS 指紋認証機能によってノ（スワードの認証び行われます。 

認証を已回失敗する、または I BACKSPACE I キーを巧すと、 「 Passwo 「 cl =」 または「パ 
スワードを入力して下さい。」び表示されます。指紋認証について詳しくは、《オンラ 
インマニュアル》または指紋認証ユーティ I 」ティのヘルプを参照してください。 


起動時に rWindows 再開□—ダ J が表示され、 
Windows が起動しない 


©► a - ドウエアの接続に不具合が起きた、または何！5かの原因で電源を切る前の 
：!犬態を再現でさな < なつたといラメッセージです。 

休止状態のまま増設メモ U の取り付け/取りはずしをしたとさなどに表示されます。 
電源を切る前の状態は再現でさません。 

なの操作を行つてください。 

① 「 Windows 再開□-ダ」で「復元データを削除してシステムブートメニューに進む」 

び反転表示していことを確認し、 I ENTER I キーを巧す 
③ 「 Windows エラー回復処理」で 「 Windows を通常起動する」び反転表示している 
ことを確認し、 I ENTER I キーを巧す 
Windows び起動します。 
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起動時に rRTC battery is low or CMOS checksum is 
Q inconsistentj rPress [ Fl]Key to set Date / Time.J と 
表示され、 Windows が起動しない 


か 時計用バッテリが不足しています。 

時計用バッテ U は、 AC アダプタを接続し電源を入れているとさに充電されます。 

時計用バッテ1」について《オンラインマニュアル》 

AC アダプタを接続後、次の手順で团 OS セットアップの日付と時刻を設定してくださ 
い。 

① キーを巧す 

BIOS セットアップ画面び表示されます。 

② 田田日日キーを使って 、 [SYSTEM DATE / TIME ] © [ Date ] を選択 
し、 | SM び I キーで日付を設定する 

③ 手順②と同様に [ Time ] で時刻を設定する 

④ 丙可 + p > n キーを巧す 

確認のメッセージび表示されます。 

⑥0キーを巧す 

設定内容び有効になり、 BIOS セットアップび終了します。パソコンび再起動します。 


起動時に [0271 : Check data and time settings … 
Q Press < F 1> to resume , < F 2> to Setup ] と表おされ、 
Windows が起動でをない 


か 時計用バッテリが不足しています。 

時計用バッテ U は、 AC アダプタを接続し電源を入れているとさに充電されます。 

時計用バッテ1」について《オンラインマニュアル》 

AC アダプタを接続後、次の手順で团 OS セットアップの日付と時刻を設定してくださ 
い。 

( D @ キーを 巧す 

BIOS セットアップ画面び表示されます。 

② [メイン]メニューの[言語：]で[日本語 ( JP )] を選択する 

③ [7 引キーを巧す 

確認のメッセージび表示されます。 

④ [はい]を選択し、 I ENTER I キーを巧す 

日の S セットアップび標準設定の状態になります。 

⑥[メイン]メニューの[システム時刻：]で時刻を設定する 

⑥ [メイン]メニューの[システム日付：]で日付を設定する 

⑦ I NO I キーを 巧す 

確認のメッセージび表示されます。 

⑨[はい]を選択し、 I ENTER I キーを巧す 

BIOS セットアップび，終了し、パソコンび再起動します。 
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r システムの日付または時刻が無効です j と表示された 


日付と時刻を設定してください。 

Windows Update やアプ U ケーシヨンのセットアップを行う場合は、正しい日付と 
時刻を設定してか日行ってください。 

日付と時刻の設定について 『Windows ヘルプとサポ ー ト』 


次のよラなメッセージが表示された 


• [Insert system disk in dnve.Press any key when ready 」 

•「 Non-System disk or disk error Replace and press any key when ready 」 
•「Invalid system disk Replace the disk,and then press any key 」 

• fBootCouldn't Find NTLDR Please Insert another disk 」 

•「Disk I/O error Replace the disk,and then press any key 」 

•「Cannot load DOS press key to retry 」 

•「Remove disks or other media.Press any key to restart 」 

•「NTLDR is missing Press any key to restart ] 

フ□ッピーディスクなどの起動ディスクを取り出し、何かキーを巧してくださ 
い。 

上記の操作を行っても解決しない場合は、『東芝 PC サポートのご案内』で必要事項を 
確認のラえ、東芝 PC あんしんサポートに連絡してください。 


その他のメッセージび表おされた 


0^使用しているシステムやアプリケーシヨンの説明書を確認してくださし、。 
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その他 


八ードディスクか5リカパリでをなくなつたとをは 


* HDD リカバリ機能搭載モデルのみ 

©►八ードディスクドライブに内蔵されているリカバリ（再セットアップ）ツール 
(システムを復元するためのもの）のデータが破損、もしくは誤って消去され 
ている可能性があります。 

また、市販のソフトウェアを使用してパーティシヨンの構成を変更すると、リ 
カバリができなくなることがあります。 

「 TOSH 旧 A Recovery Disc Creator 」 で作成した U カバ U ディスクを使って 、リカ 
パ' I 」してください。 

U カバ U の操作方法「3章 0- 团リカパ ' U ディスクか5リカパ ' U をする」 

U カバ U ディスクびなし觸合は、修理び必要になる可能性びあります。購入店、また 
は保守サービスに相談してください。 

修理のお問い合わせについて『ま芝 PC サポートのご案内』 


異常な臭いや過熱に気ヴいた 


©►パソコン本体、周辺機器の電源を切り、電源コードのプラグをコンセントか 5 
巧いてください。を全を確認してバッテリパックをパソコン本体か5取りはず 
してか！ 5 購入店、または保守ヴービスに相談してください。 

なお、連絡の際には;欠のことを伝えてください。 

•使用している機器の名称 
• 購入年月曰 

• 現在の状態（でさるだけ詳しく連絡してください） 

修 I 里のお問い合わせについて『ま芝 PC サポートのご案内』 


画面表おが回面してしま 


I CTRL 1+ \ ALT \+ の キーを巧してください。 


正常な画面表示に戻ります。 



パソ n ンの動作がおかしいとさは 


















n 日 & A 集 


この Q & A 集を読んでち解巧でをない 


©►このほかにもいろいろな解巧ち法があります。 

1《オンラインマニュアル》を見る 

この Q & A 集は、パソコンの電源び入日ないなど、《オンラインマニュアル》を見日 
れない状況での Q & A のみ記載しています。《オンラインマニュアル》の 「 Q & A 」 に 
は、このほかにち困ったことび起きた場合の対処方法を記載しています。 

吕 rdynabook . com 」 の「よくあるご 質問 FAQJ を調べる 

インターネットに接続できるときは、東芝 PC 総合情報サイト rdynabook . com 」 

でサポート情報を見てください。お問い合わせのをい質問やホットな Q & A び掲載さ 
れています。 

「 A . 回答•対処方法」の説明を読んでち問題び解決しない場合は、説明のあとのア 
ンケートに引さ続さ、質問メールを出すことちでさます。 

* メールでの質問には「お客様登録」び必要です。 

3東芝 PC あんしんヴポートに電話する 

パソコン本体のトラブルは、東芝 PC あんしんサポートでお答えします。『東芝 PC サ 
ポートのご案内』で必要事項を確認のラえ、東芝 PC あんしんサポートに連絡してく 
ださい。 

ま芝 PC あんしんサポート『まち PC サポートのご案内』 


操作でをない原因びどラしてちわか6ない 


©►パソコン本体のトラブルの場合は、『ま芝 PC ヴポートのご案内』で必要事項を 
確認のうえ、ま芝 PC あんしんサポートに連絡してください。 


0^アプリケーシヨンのトラブルの場合は、さアプリケーシヨンのヴポート窓□に 
お問い合わせください。 

アプ U ケーシヨンのお問い合わせ先『取扱説明書』 


©►周辺機器のトラブルの場合は、各周辺機器のヴポート窓□にお問い合わせくだ 
さい。 

周辺機器のお問い合わせ先『周辺機器に付属の説明書』 
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買つたとをのが慮に戻ずには 

— リカバリ— 

この章では、パソコンの動作びおかしくなり、いろいろなトラブル解 
消方法では解ミ夫できないときに巧う「リカバリ」について説明してい 
ます。リカバリを行うことでシステムやアプリケーションを購入時の 
状態に復元できます。作成したデータなどび消去されますので、よく 
読んでか5行ってください。 


1リカ/(リとは . 

2リカパリ=再セットアップをする 
3リカバリをしたあとは . 
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リカパリとは 


U カバ U (再セットアップ）とは、お客様び作成したデータや、購入後にインス!ルしたア 
プ U ケーシヨン、現在の設定などをすべて削除し、ちラ]度ご購入時の状態に復元する作業で 
す。八ードディスク内に保をされているデータ（文書ファイル、画像•映像ファイル、メール 
やアプ U ケーシヨンなど）はすべて消去され、設定した内容（インターネットやメールの設定、 
Windows □グオンパスワードなど）も購入時の状態に戻る、つまり何も設定していない状態 
になります。 

なのよラな場合で、どラしてち改善する方法びないとさに I 」カバ I 」をしてください。 
•パソコンの動作び非常に遅くなった 
• 周辺機器び使えなくなった 

•八ードディスクにあるシステムファイルを削除してしまった 
• コンピュータウイルスやスパイウェアなどに感染し、駆除できない*1 
•パソコンの調テびおかしく、いろいろ試したび解消でさない 
• 東芝 PC あんしんヴポートに相談した結果、 「 U カバ U び必要」と診断された 

* 1アプ U ケーシヨンび正常に起動できない場合など、状態によってはウイルスチェックびできない場合びあ 
りまず。 


リカバリをする前に®認すること 


ノ（ソコンの動作びおかしいと感じたとさ、次の方法を実行してみてください。 U カバ U をしな 
くてち、状態び改善される場合びあります。なの方法をすべて試してみてち状態び改善されな 
い場合に、 U カバ U を実行してください。 

I ウイルスチェックソフトで、ウイルス感染のチェックを実行する 

本製品に用意されているウイルスチェックソフトを使って、ウイルスに感染していないかどラ 
かを確認してください。ウイルスび検出された日、ウイルスチェックソフトで駆除できます。 
その際、ウイルス定義ファイル（パターンファイル）は、最新のちのに更新しておいてください。 
場合によっては、ウイルスチェックソフトで駆除できないウイルスもあります。そのときは、 

U カバ U を実行してください。 



買つたとさの状態に戻すには—リカバリ— 


が 



D リカバ U とは 


I セーフモードで起動でをるか実行してみる _ 

Windows び起動できないときは、セーフモードで起動してみてください。セーフモードでは、 
最低限の機能で Windows を起動させることびできます。 

起動方法については、『取扱説明書』を参照してください。 

セーフモードで起動できた場合は、 U カバ U をする前に r 東芝 PC あんしんサポート」にご相談 
ください。 

I 周辺機器をすべて取りはずし、再度確認する _ 

増設メモ U や USB 対応機器など、購入後に追加で増設した機器び障害の原因となっている場合 
びあります。それらを取りはずしてか日、再度確認してみてください。また、電源関連のトラブ 
) レの場合は、バッテ U をいったん取りはずし、再度取り付けてか5起動し直してみてください。 

mm 機器の取りはずし『取扱説明書』《オンラインマニュアル》 

I ほかのトラブル解消方法を探す _ 

パソコンの調子びおかしいと思ったときは、《オンラインマニュアル》で解消へのアプ□ーチを 
確認してください。いろいろな解消方法を紹介しています。 

それでち解消できないときに、 U カバ U をしてください。 


リカバリ DVD - ROM / リカバリ CD - ROM について 


本製品にはモデルによって、 U カバ UDVD - ROM または U カバ UCD - ROM び付属しています。 
U カバ UDVD - ROM / U カノ （ UCD - ROM は U カバ U するときに使用します。絶対になくさな 
いよラにしてください。紛失した場合、再発行することはできません。 

また、 U カバ UDVD - ROM / U カバ UCD - ROM は本製品専用です。ほかのノ（ソコンで U カバ 
1」しないでください。 

詳細について「本章且 U カバリ=再セットアップをする」 



買つたとさの状態に戻すには—リカバリ— 


が 










DU カバ U とは 


U カバ U をすると、購入後に作成したデータやインス!-ールしたアプ U ケーシヨンなど、八一 
ドディスクに保をしていた内容は削除されて、設定び初期化されます。次のよラなデータは削 
除されますので、可能な場合は、外部記憶メディア （ CD / DVD や USB フラッシュメモ U など) 
にノ（ックアップをとってください。 

• ドキュメントのデータ 
• デスクトップに保存したデータ 
• インターネットエクスプ□ーラのお気に入り 
• メール送受信データ 
•メールアドレス帳 

• プレインストールされているアプ1」ケーシヨンのデータやファイル 
• お客様びインス I -ールされたアプ U ケーシヨンのデータ 
• お客様び作成されたフォルダとファイル 

また、 U カノ （ U 後も現在と同じ設定でノ（ソコンを使いたい場合は、現在の設定を控えておいて 
ください。 

ただし、八ードディスクをフォーマットしたり、システムファイルを削除した場合や、電源を 
入れてちシステムび起動しなくなってか日では、バックアップをとることびでさません。また、 
U カバ U を行ってち、八ードディスクに保をされていたデータは復元でさません。 

バックアップは、普段か日定期的に行っておくことを推奨します。 

I アプリケーシヨンのセツトアップ用メディアを確認する 


「Microsoft Office 」 や、購入後に追加でインス!ルしたアプ U ケーシヨン、プ U ンタなど 
の周辺機器のドライバは、 U カバ U 後にインス!ルする必要びあります。これらを再度イン 
ス I ルするためのメディア （ CD など）び、お手元にあることを確認してください。 

また、アプ U ケーシヨンによっては、再度インス!ルするときに ID 番号などび必要です。あ 
らかじめ確認してください。 
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3 


リカバリをはじめる前にしてお<こと 


U カバ U をはじめる前に、なの準備と確認を行つてください。 


I 準備するをの 


国 


•『セットアップガイド』（本書） 

• 卷末の U カバ U チェックシートをコピーしたちの 

• U カバ U ディスク（作成した U カバ U ディスクから U カノのする場合） 

• U カバ UDVD - ROM / U カバ UCD-ROM (付属しているモデルの場合） 


化要なデータの/ V ツクアツプをとる 


買つたときの状態に戻すには—リカバ U — 











D リカバ U とは 


I 各種設定を確認する _ 

インターネットや LAN の設定、 Windows □グオン時のアカウント名などの設定項目を、メモ 
などに控えておいてください。ウイルスチェックソフトなど、有償で購入した認証キーなどび 
セットアップ時に必要なアプ U ケーシヨンは、それらの番号を控えておいてください。確認方 
法は各アプ U ケーシヨ ンのへ) レプや問い合わせ先にご確認ください。 

I 音量を調節する _ 

U カバ U 後、 Windows セットアップび終了するまで音量の調節はできません。あ日かじめ、 
音量を調節してください。丙 \/ i + r ^ キーを使って、内蔵スピーカやヘッドホンの音量を 
ミュート（消音）にしている場合は、ちラー度 [fn]+[esc I キーを巧して元に戻しておいてく 
ださい。 

I 周辺機器をすべて取りはずす _ 

増設メモ U や USB 対応機器など、パソコン本体に取り付けている物は、 AC アダプタのケーブ 
ルじ(外すベて取りはずしてください。このとき、パソコン本体の電源を切ってから行ってくだ 
さい。 

广 - 

•市販のソフトウェアを使用してパーテイシヨンの構成を変更すると、 I 」カバ U びでさなくなるこ 
とびあります。 



買つたとさの状態に戻すには—リカバリ— 


5 


























■ 


u カバ u には、なの方法びあります。 

【リカバリ DVD - ROM / リカバリ CD - ROM び付属していないモデル】 

•八ードディスクドライブか日 I 」カバ I 」をする 
• 作成した U カバ U ディスクか日 U カバ U をする 

通常は八ードディスクドライブか日 U カバ U をしてください。 

U カバ U ディスクか日の U カノのは、八ードディスクドライブの U カノの（再セットアップ） 
ツール（システムを復元するためのもの）を消してしまったり、八ードディスクか日 U カバ U 
びでさなかった場合などに行ラことをおすすめします。 

U カバ U ディスクか日 U カノのをする場合は、《オンラインマニュアル》を確認して、 U カバ I 」 
ディスクを用意してください。 

【リカバリ DVD - ROM / リカバリ CD - ROM が付属しているモデル】 

• 付属の U カバ U DVD - ROM / U カバ U CD - ROM か日 U カバ U をする 



I い<つかあるリカバリ方ミ去 


本製品にプレインス I ルされている Windows やアプ U ケーシヨンを復元する方法について 
説明します。 

本製品の U カバ U は、ユーヴ権限に関わ日ず、誰でち実行できます。誤ってほかの人に U カバ 
U を実行されないよう、ユーヴパスワードを設定しておくことをおすすめします。 

ユーヴバスワード《オンラインマニュアル》 


買つたとさの状態に戻すには—リカバリ— 
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QU カバ U = 再セツトアップをする 


2 


八ードディスクか6リカバリをする 


* HDD リカパリ機能搭載モデルのみ 

八ードディスクの U カバ U ツールでは、次のメニューのなかか5 U カバ U 方法を選択すること 
びでさます。あ b かじめ I 」カバ I 」方法をみめておくとスムーズに操作でさます。 

■ ご購入時のげ態に復元（システム回復オプシヨンあり） 

八ードディスクをパソコンを購入したときの状態に戻し、購入時にプレインス I -ールされてい 
たシステムとアプ U ケーシヨンを復元します。 

購入後に作成したデータや設定などはすべて消去されます。 

■パーティシヨンサイズを変更せずに復元<推奨> 

ノ（ーティシヨンサイズを変更して使用していた場合、 その )(ーティシヨンの構造を保ったまま 
システムを復元します。 C ドライブに保をされていたデータは消去され、購入時の状態に戻り 
ますび、その他のドライブに保をされていたデータや設定は、そのまま残ります。ただし、 
BIOS 情報やコンピュータウイルスなどの影響でデータび壊れている場合、 C ドライブじ(外の領 
域にあるデータも使えないことびあります。 

■パーティシヨンサイズを指定して復元 

C ドライブ（八ードディスク）のサイズを指定して復元することびできます。 C ドライブじ(外の 
八ードディスクの領域は]つの領域になり、データや設定などはすべて消去されます。 

封メモ 

• U カバ U は、ドライブにメディアをセットしていない状態で実行してください。ドライブにメディア 
びセットされていると、エラーになる場合びあります。 

• どのメニューを選択してを、巳ドライブには U カバ U ツールから購入時と同じシステムび復元されます。 

ここでは、「パーティシヨンサイズを変更せずに復元」する方法を例にして説明します。 

パソコンの電源を切る 

AC アダプタと電源コードを接続する 


の（ゼロ）キーを押しなび5電源スイッチを押し、 [dynabook] また 


は [TOSHIBA] 画面び表示された5手をはなす 

ユーヴパスワードを設定している場合は、パスワード入力画面び表示されます。 


ユーヴノ（スワードを入力してキーを巧してください。 
メッセージび表示されます。 

画面の内容を確認し、[はい]ボタンをクリックする 

[復元方法の選択]画面び表示されます。 



買つたとさの状態に戻すには—リカバリ— 


1 

5 


















リカバリ = 再セツトアップをする 


[初期インストールソフトウェアの復元]をチェックし①、[巧へ] 
タンをクリックする⑨ 



<復元方法の逞巧> 


お元方ぶを還巧してください。 



巧ネリ巧インスト—ルソつトウIアの i 复元 

巧巧 J インストールソフトウIアを復元します。 


.① 


r A— ドディスウ上の全デ—みが肖モ 

ドデイスウ上のが-如ミ肖ましまず。 


n ホへのぃ ] t 


.② 


[八ードディスク上の全データの消ま]は、パソコンを廃棄または譲ミ度する場合など、 
個人情報漏えいを防ぐために、八ードディスクのデータを完全に消去するためのちの 
です。通常は実行しないでください。実行すると、八ードディスク上にある、 U カバ 
U ツールの領域 L ソ外のすべてのデータび削除されます。 

八ードディスクの消去について 

「4章 Q -^ a 八ードディスクの内容をすべて消去する」 

[パーティシヨンサイズを変更せずに復元]をチェックし①、枚へ] 
ボタンをクリックする⑨ 


く巧期インストールソ]トウ I アの復元> 

憤元する巧成を選巧してください。 

广ご轉入時の巧筋。夏元 f システム回復オブシヨンあり） 


巧|7トティシヨンサイ了ををちせすに復:元！ 


.① 


’パうイシヨンサイ了を指定してお兄 


R . 主回復才：た/ヨン 


HDD のサイズ； が ’ 

C: 巧パのサパ：I~ 


=戻る(目;(I巧へ化)》1、 


.② 


[パーティションサイズを変更せずに復元]を選択した場合の意味と動作は、なのと 
お0です。 

ほかのメニューを遇択した場合については、なのページを参照してください。 

• に購入時の状態に復元（システム回復オプションあり）]: P . 已4 
•[パーティションサイズを指定して復元]: P . 已4 


買つたとさの状態に戻すには - U カバリ- 
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QU カバ U = 再セツトアップをする 


[パーテイシヨンサイズを変更せずに復元]とは 

[パーティシヨンサイズを指定して復元]を使って、すでに八ードディスクの領域 
を分割している場合などに使用します。 C ドライブび U カバ U され、それじ(外の領 
域のデータはそのまま残ります。 

C ドライブ （□) にあたる領域は、 
作成したデータ、設定した項目、 
インス I -ールしたアプ I 」ケーシヨ 
ンなどびすべて消去された状態に 
なります。 


システム回復^^) 
オプション領域 


C ドライブ * 

リカバリ I 、 - "C 

I D ( E 、 F ...) ドライブ J 


I 作成データ • 
設定は消去 

設定は保持 


(八ードディスクの領域を分割している場合の表示例) 

「先頭パーティションのデータは、すべて消去されます。」といラメッセージび表 
示されます。 

拉メモ 

•[ご購入時の状態に復元（システム回復オプションあり）]と[パーティションサイズを 
変更せずに復元]は、 U カバ1」ツールとシステム回復オプションの領域びお保されている 
ため、八ードディスクの]〇〇%を使用することはでをません。 

Q [巧へ]ボタンをクリックする 

処理を中止する場合は、[キャンセル]ボタンをク U ックしてください。 

じ欠へ]ボタンをク U ックすると、復元び実行され、[パーティションを初期化してい 
ます。しばらくお待ちください。]画面び表示されます。 

長い時間表示される場合びありますび、画面び切り替わるまでお待ちください。 

復元中は、 U カバ U の経過に従い、画面び変わります。 

復元び完了すると、終了画面び表示されます。 


[終了]ボタンをクリックする 

システムび再起動し、 [ Windows のセットアップ]画面び表示されます。 

Windows のセットアップを行う 

詳細について n 章0 Windows セットァッス 

拉メモ 

• 一部のアプ U ケーシヨンは、 U カバ U 後にアプ U ケーシヨンのインストールをする必要びあ 
ります。 

詳細について「本章日-因アプ U ケーンヨンを再インストールする」 


買つたとさの状態に戻すには - U カバリ- 
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QU カバ U = 再セツトアップをする 


購入後に変更した設定びある場合は、 Windows のセットアップ樹こ、もう]度設定をやり直し 
てください。また、周辺機器の接続、購入後に追加したアプ U ケーシヨンのインス!-ールち、 
Windows のセットアップ後に行ってください。 

周辺機器の接続『取扱説明書』《オンラインマニュアル》 


I [初期インストールソフトウェアの復元]画面のリカバリメニユーについて 

「本項八ードディスクか bU カバ U をする」の手順0の[初期インス!ルソフトウェアの 
復元]画面で表示される U カバ U メニューの意味と動作は次のよラになります。 

■ ご購入時の：!犬態に復元（システム回復オプシヨンあり） 

ノ（ソコンを購入したときの状態に戻します（モデルによって、ご購入時のノ（ーテイシヨンの状 
態は異なります）。 


システム回復一 
オプション領域 


U カバ U 



作成データ’ 
設定は消'去 


作成したデータ、設定した項目、インス 
I -ールしたアプ U ケーシヨンなどびすべて 
消去された状態になります。 


手順0のあとは「八ードディスクの内容は、すべて消去されます。」といラメッセージび表示 
されます。 

■パーティシヨンサイズを指定して復元 

八ードディスク （ C ドライブ）のサイズを変更します。 

C ドライブじ(外の領域区分り（ーティション）は消去され、]つの領域になります。その領域 
(□) は「ディスクの管理」から再設定を行ラと、再びドライブとして使用できるよラになり 
よ9 〇 

[システム回復オプション]のチェックをはずしてリカバリを行ラと、システム回復オプション 
領域は消去されます。その領域 （□) ち、「ディスクの管理」から設定するとドライブとして 
使用でさます。 

ディスクの管理「本章日- □> パーティションを設定してリカバリをした場をは」 


システム回復 
オプション領域 


作成デ 
設定は消去 


3ン視域 

-夕. ^ 
消去- 




リカバリ I 

し 


C ドライブ 


消'去された領域 


作成したデータ、設定した項目、インス 
I -ールしたアプ U ケーシヨンなどびすべて 
消去された巧態になります。 


サイズ変更が 
できる範囲 


. お女でいにを貝域^^^ 


作成データ’ 
設定は消去 



買つたとさの状態に戻すには—リカバ U — 
























QU カバ U = 再セツトアップをする 


① [システム回復オプション]にチェックをする、またはチェックをはずす 

② [ C : ドライブのサイズ]でをク I 」ックしてパーティション （ C ドライブ）のサイズ 
を指定する 

③ [なへ]ボタンをク I 」ックする 

手順0のあとは「八ードディスクの内容は、すべて消去されます。」といラメッセージび 
表示されます。 


リカバリディスクか6リカバリをする 


* ここでは、作成した U カバ U ディスクまたは付属の U カバ UDVD - ROM / U カバ UCD-ROM 
を使用した場合について説明しています。 

U カバ U ツールでは、巧のメニューのなかか日 U カバ U 方法を選択することびできます。あら 
かじめ I 」カバ I 」方法を決めてお < とスムーズに操作でさます。 

■ ご購入時のげ態に復元（システム回復オプシヨンあり） 

八ードディスクをパソコンを購入したとさの状態に戻し、購入時にプレインストールされてい 
たシステムとアプ U ケーシヨンを復元します。 

購入後に作成したデータや設定などはすべて消去されます。 

■パーティシヨンサイズを変更せずに復元<推奨> 

ノ（ーティシヨンサイズを変更して使用していた場合、 その !(ーティシヨンの構造を保ったまま 
システムを復元します。 C ドライブに保をされていたデータは消去され、購入時の状態に戻り 
ますび、その他のドライブに保をされていたデータや設定は、そのまま残ります。 

■パーティシヨンサイズを指定して復元 

C ドライブ（八ードディスク）のサイズを指定して復元することびできます。 C ドライブじ(外の 
八ードディスクの領域は]つの領域になり、データや設定などはすべて消去されます。 

反^ メモ 

• どのメニューを還択してを、 C ドライブには購入時と同じシステムび復元されまず。 



買つたとさの状態に戻すには—リカバリ— 


貼 









QU カバ U = 再セツトアップをする 


ここでは、「パーティションサイズを変更せずに復元」する方法を例にして説明します。 

■ j AC アダプタと電源コードを接続する 

ディスクをセットして、パソコンの電源を切る 

ディスクび複数枚ある場合は、「ディスク1」からセットしてください。 


陸]キ- 
口 [TOSH 

■ ュ-ヴパ: 

国ュ-ヴパ: 


キーを押しなび5電源スイッチを押し、 [ dynabook ] または 
IBA ] 画面び表示された5手をはなす 

ヴパスワードを設定している場合は、パスワード入力画面び表示されます。 


ヴパスワードを入力して ENTER キーを巧してください。 

キーで CD のアイコンを選択し、 


アイコンび表示された場合は、 

キーを 押す 

または 

メニューび表示された場合は、田 m キーで [ CD / DVD ] を選択し、 


[ fA / rwl キーを}甲す 

[復元方法の選択]画面び表示されます。 

[TOSHIBA Recovery Wizard ] をチェックし①、じ夕へ]ボタンを 
クリックする② 



>■ TOSHIBA Recovery Wizard! 


. システム回なオブシ ヨン 


.① 


■ _ ([ ホへ曲) ijJ . - ' —② 

I [システム回復オプション]には、パソコンを使用するうえでのさまざまなトラブル 
I やデータ保護に対応したメニューび用意されています。詳細は「本節团システム 
I 回復オプションについて」を参照してください。 

I メッセージ画面び表示されます。 

3画面の內容を確認し、[はい]ボタンをクリックする 

■ 2枚目の[復元方法の選択]画面び表示されます。 
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買つたとさの状態に戻すには—リカバ U — 



































QU カバ U = 再セツトアップをする 


[巧]期インストールソフトウェアの復元]をチェックし①、[なへ] 
タンをクリックする⑨ 


<復元方;ちの還が> 

度兄で法を還巧してください。 


C 巧斯ィンスト-ル'刀トゥ I ァの i 宜元1- 

巧期インスト-ル'刀トウ!;アを廣元しまず， 


- A - ドデイスウ上のをデ-如;目モ 

-ドデイスウ上のをデ-5を;目ちします。 


d ホへ化ぃ ] t 


.① 


.② 


[八ードディスク上の全データの消去]は、パソコンを廃棄または譲ミ度する場合など、 
個人情報漏えいを防ぐために、八ードディスクのデータを完全に消去するためのちの 
です。通常は実行しないでください。実行すると、八ードディスク上にある、すべて 
のデータび削除されます。 

八ードディスクの消去について 

「4章八ードディスクの内容をすべて消去ずる」 


[パーテイシヨンサイズを変更せずに復元]をチェックし①、[巧へ] 
ボタンをクリックする③ 


<巧期インストールソフトウ王アの復元> 
お兄する街ぶを選択してください。 


r ご搏入時のが筋こ復元&ステム回復オブシ ヨン あな 


〔 C 巧::雨'雨荒をぞ丽ぉ完 


’ パう イシヨン サイズをそ旨定して復元 


P ステム回復;オブシヨ ? J 


HDD のサイプ： ":： GB 

C ; のけのサづ：| !:::叫 GB , 


:戻る曲 


.りホへ迎 。 k 


.① 


.⑤ 


[パーティションサイズを変更せずに復元]を選択した場合の意味と動作は、巧のと 
おりです。 

ほかのメニューを選択した場合については、なのページを参照してください。 

•に購入時の状態に復元（システム回復オプションあり）]: P .60 
•[パーティションサイズを指定して復元]: P .60 



買つたとさの状態に戻すには—リカバリ— 











































QU カバ U = 再セツトアップをする 


[パーテイションサイズを変更せずに復元]とは 

「パーティションサイズを指定して復元」を使って、すでに八ードディスクの領域 
を分割している場合などに使用します。 C ドライブび U カバ U され、それじ(外の領 
域のデータはそのまま残ります。 


【リカバリディスクか日リカバリした場合】 


U カバ IJ ディスク 


システム回復 
オプション領域 



C ドライブ （ U ) にあたる領域は、 
作成したデータ、設定した項目、イン 
ス I -ールしたアプ U ケーシヨンなどび 
すべて消去された状態になります。 


□に、 F'O— ドライブ了 


作成データ 
設定は保持 


(八ードディスクの領域を分割している場合の表示例) 

【リカバリ DVD - ROM / リカバリ CD - ROM か日リカバリした場合】 

C ドライブ （□) にあたる領域は、 
作成したデータ、設定した項目、イン 
ス I -ールしたアプ I 」ケーシヨンなどび 
すべて消去された状態になります。 


IJ カバ IJ DVD-ROM/ IJ カバ IJ CD-ROM 


システム回復 
オプション領域 



(八ードディスクの領域を分割している場合の表示例) 

「先頭パーティションのデータは、すべて消去されます。」といラメッセージび表 
示されます。 

拉メモ 

•[ご購入時の状態に復元（システム回復オプションあり）]と[パーティションサイズを 
変更せずに復元]は、 U カバ U ツールとシステム回復オプションの領域び確保されている 
ため、八ードディスクの100%を使用することびでさません。 


▼ 



買つたとさの状態に戻すには—リカバ U — 
































QU カバ U = 再セツトアップをする 


[巧へ]ボタンをクリックする 

処理を中止する場合は、[キャンセル]ボタンをク U ックしてください。 

[次へ]ボタンをク U ックすると、復元び実行され、[パーティシヨンを初期化してい 
ます。しばらくお待ちください。]画面び表示されます。 

長い時間表示される場合びありますび、画面び切り替わるまでお待ちください。 

復元中は、 U カバ U の経過に従い、画面び変わります。 

* 最初に[コピーしています。]画面び表示される場合びあります。長い時間表おされる場合びあり 
ますび、画面び切り替わるまでお待ちください。 

ディスクび複数枚ある場合は、ディスクを入れ替えるメッセージび表示され、ディス 
クび半分くらい出てきます。ディスクの番号順に入れ替え、 [0 K ] ボタンをクリック 
してください。 

復元び完了すると、終了画面び表示されます。 

[終了]ボタンをクリックする 

自動的にディスクび出てさます。 

ディスクを取り出す 

システムび再起動し、 [ Windows のセットアップ]画面び表示されます。 

Windows のセットアップを行う 

詳細について ri 章0 Windows セットアップ」 

尚ィモ 

• 一部のアプ U ケーシヨンは、 U カバ U 後にアプ U ケーシヨンのインストールをする必要びあ 
ります。 

詳細について「本章 0- 因アプ U ケーンヨンを再インストールする」 


購入後に変更した設定びある場合は、 Windows のセットアップ後に、もう]度設定をやり直し 
てください。また、周辺機器の接続、購入後に追加したアプ U ケーシヨンのインストールち、 
Windows のセットアップ後に行ってください。 

周辺機器の接続『取扱説明書』《オンラインマニュアル》 



買つたとさの状態に戻すには—リカバリ— 













QU カバ U = 再セツトアップをする 


I [巧巧インストールソフトウェアの復元]画面のリカバリメニユーについて 

体項 U カバ U ディスクか日 U カバ U をする」の手順 II の[初期インストールソフトウェア 
の復冠画面で表示される U カノのメニューの意味と動作は;欠のようになります。 

■ ご購入時の:!犬態に復元（システム回復オプシヨンあり） 

バソコンを購入したときの状態に戻します（モデルによって、ご購入時のノ（ーテイシヨンの状 
態は異なります）。 


【リカバリデイスクか日リカバリした場合】 


U カバ U ディスク 


U カバ U 
ツールの 
復元 



システム回復 
オプション領域 

作成データ- 
設定は;肖去 


リカバリ 


設定した項目、インストールしたアプリケー 
シヨンなどがすべて消去された状態になります。 


【リカバリ DVD - ROM / リカバリ CD - ROM か5リカバリした場合】 


リカバリ DVD-ROM/ リカノ （ リ CD-ROM 


◎ 

]バ|」1 


C ドライブ 


•システム回復 
オプション領域 


作成データ* 
設定はミ肖去 


設定した項目、インス!-ールしたアプ U ケー 
シヨンなどびすべて消去された状態になります。 


手順〇のあとは「八ードディスクの内容は、すべて消去されます。」といラメッセージび表示 
されます。 

■パーティシヨンサイズを指定して復元 

八ードディスク （ C ドライブ）のサイズを変更します。 

C ドライブじ(外の領域区分り（ーティション）と U カノのツールの領域は消去され、]つの領域 
になります。その領域 （□) は「ディスクの管理」から再設定を行うと、再びドライブとして 
使用でさるよラになります。 

[システム回復オプション]のチェックをはずして U カバ U を行ラと、システム回復オプション 
領域は消去されます。その領域 （□) ち、「ディスクの管理」から設定するとドライブとして 
使巧でさます。 

ディスクの管理「本章 !!-□> パーティションを設定して U カバ U をした場合は」 

作成したデータ、設定した項目、インス!-ールしたアプ U ケーションなどびすべて消去された 
状態になります。 



買つたとさの状態に戻すには—リカバ U — 






















Q リカバリ = 再セツトアップをする 


【リカバリディスクか5リカバリした場合】 

リカバ U ディスク 

—ろ 



システム回復 
オプション領域 




作成データ 
/設定は消去 


：>-!- 


C ドライブ 


パーテイシヨンと 
リカパリツールが 
消去された領域 


ヴィズ変更が 
でをる範囲 


【リカバリ DVD - ROM / リカバリ CD - ROM か日リカバリした場合】 

IJ カバ IJ DVD-ROM/ 



① [システム回復オプション]にチェックをする、またはチェックをはずす 

② [ C : ドライブのサイズ]で二をク I 」ックしてパーティション （ C ドライブ）のサイズ 
を指定する 

③ じ欠へ]ボタンをク I 」ックする 

手順〇のあとは「八ードディスクの内容は、すべて消去されます。」といラメッセージび 
表おされます。 



買つたとさのが態に戻すには—リカバリ— 


6 




























QU カバ U = 再セツトアップをする 


本製品には、「システム回復オプション」びインストールされています。「システム回復オプ 
ション」とは、 Windows び正常に起動しなくなった場合に、問題を解決して起動できるよう 
にするメニューび集まったちのです。 


1 
i 
8; 


r 詳細ブートオプション」を表示する 

阳又扱説明書』に記載されている「セーフモ- 
くださし、。 


ドで起動する」と同じ手順で表示して 


[コンピュータの修復]を選択し、 

キーボードの選択画面び表示されます。 


臣 A/TT/? 中一を巧す 


日本語]を選択し、[巧へ] 

□グオン画面び表示されます。 


ボタンをク U ックする 


□ 


ユーザ名を選択し、 Windows □グオンパスワードを入力する 

[OK] ボタンをクリックする 

「システム回復オプション」び起動します。 


•スタートアップ修復 

システムファイルの不足や破損など、 Windows の正常な起動を妨げる可能性のあ 
る問題を解決し、正常に起動できるようにします。 

• システムの復元 

システムファイルを正常に機能していた日時の状態に復元することびできます。 

• Windows Complete PC 復元 
* Business モデルのみ 

Windows Complete PC バックアップイメージか日コンピュータを復元します。 

•メモリ診断 ツール 

メモ U び正常に機能しているかどうかを確認します。 

• コマンドプ□ンプト 

コマンドプ□ンプトに切り替えます。 
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回復ツールを選巧してください 

オパレ—テインウシステム： Microsoft Windows Vista 

■ 城5牌が m 

Windows を臣れできねい巧结を自侃うに做 E します 

9 ステムの巧ふ 

-ん Windows をおのげ瞄こほ元します 

Windows Complete PC あ元 

け切アップから]シビユ-夕を巧をほ元しまず 
— n Windows 4 牛りをが巧—ル 

I み ] ンビユ-夕でプ刊の A- ドウがIラ-がを生しているか谣5します 

マ、■/ドブロ、ノブト 

^8 nr ノドブ□ンブトゥィン阿を P 月きます 


逗 


TOSHIBA Recovery Wizard 

TOSHIBA Recovery Wizard 


シかブトさ’ウソ資 I _S お的 (B) 」 


システム回巧オブシヨン 


ンについて 


システム回復オプシ 



買つたとさの状態に戻すには—リカバ U — 






















QU カバ U = 再セツトアップをする 


■ • TOSHIBA Recovery Wizard 

U カバ U (再セットアップ）メニューを表示します。 

■1 使いたいメ ニュー 名をクリックする 

このあとの操作は、メニューによって異なります。表示された画面の指おに従って操作してく 
ださい。 

ぶずメモシステム回復オプション領域を削除してしまったときは 

• 1」カバ U をした際、[バーティションサイズを指定して復元]を選択し、[システム回復オプション] 

のチェックをはずした場合は、この手順では「システム回復オプション」を起動でをません。次のい 
ずれかの手順で起動して < ださい。 

-リカバリディスクびある場合は、ディスクから「システム回復オプション」を起動することびでき 
ふ^ 〇 

① AC アダプタと電源コードを接続する 
②ディスクをセットして、パソコンの電源を切る 

ディスクび複数枚ある場合は、「ディスク1」からセットしてください。 

③ [77 之 1 キーを押しなびら電源スイッチを押し、 [ dynabook ] または [ TOSH 旧 A ] 画面び表示さ 
れたら手をはなず 

ユーヴパスワードを設定している場合は、パスワード入力画面び表示されます。 

ユーヴ J (スワードを入力 して 顶 TER I キーを巧してください。 

④アイコンび表示された場合は、キーで巳 D のアイコンを還択し、 ENTER I キーを押す 
メニューび表おされた場合は、キーでに D / DVD ] を還択し 、I ENTER i キーを押ず 
[復元ち法の選択]画面び表示されます。 

⑥[システム回復オプション]をチェックし①、炊へ]ボタンをク U ックする② 



① 


⑤ 


キーボードの選択画面び表示されまず。 

⑥ 「日本語」を選択し、[なへ]ボタンをク U ックずる 
オペレーティングシステム還択画面び表ホされます。 

⑦ 「Microsoft Windows Vista 」 を選択し、[次へ]ボタンをクリックする 
「システム回復オプション」び起動します。 

U カバ I 」ディスクびない場合は、八ードディスクから[ご購入時の状態に復元（システム回復オフ 
ションあり）]を選択して U カバ U をすると、[詳細ブートオプション]^ [コンピュータの修復] 
から「システム回復オプション」を起動でさます。 



買つたとさの状態に戻すには—リカバリ— 


































ll コンピュータの管理をになっているユーザアカウントで□グオンする 
g [スタート]ボタン（@)一 [コント□-ルパネル]をクリックする 
g システムとメンテナンス]一[糕 I 管理ツール]をクリックする 
[远]コンピュータの管理]をダブルクリックする 
左画面の[过*ディスクの管理]をクリックする 

設定していないパーティシヨンは[未割り当て]と表示されます。 

3 [ディスク 0] の[未割り当て]の領域をちクリックする 

表示されるメニューか5惭しいシンプルボリューム]をクリックする 

[新しいシンプルボリュームウィヴー円び起動します。 

[巧へ]ボタンをクリックし、ウィザードに従って設定する 

なの項目を設定します。 

-ボリュームサイズの指定 
-ドライブ文字またはパスの割り当て 
-パーティシヨンのフォーマット 
-ファイルシステム 
-ア□ケーシヨンユニットサイズ 
-ボ U ュームラべル 


ノ（ーテイシヨンの設定を変更して U カバ U をした場合は、 U カバ U 後すみやかになの設定を 
行ってください。 


パーティシヨンを設定するにあたって = 

• Windows の「ディスクの管理」を使用すると、ボ U ュームびないプライマリパーティシヨンび 
表示されまず。このバーティシヨンには U カバ U (再セットアップ）するためのデータび保存さ 
れていますので、削除しないでください。削除した場合、 U カバ U はでをなくなります。 


ンを設定して IJ 力八 IJ をした場合は 


買ったときの状態に戻すには—リカバリ— 
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凸リカバリをしたあとは 


i 設定内容を確認し、[完了]ボタンをクリックする 

フォーマットび開始されます。 

パーティションの状態び[正常]と表示されれば完了です。 

詳細については「コンピュータの管理」のヘルプを参照してください。 

■ヘルプの起動 

①メニューパーから[ヘルスー[トピックの検蔚をク U ックする 


アプリケーションを再インス I ^ールする 


本製品にプレインス I -ールされているアプ U ケーシヨンは、 ] 度削除してしまってち、必要な 
アプ U ケーシヨンやドライバを指定して再インス I -ールすることびできます。 

Office 搭載モデルの Office Personal 2007または Office Professional 2007、 
PowerPoint 搭載モデルの Office PowerPoint 2007は、 U カバ U 後に付属の CD - ROM で再 
インス!ルする必要びあります。「本節巧] Office 製品を巧インス!ルする」を確認して 
ください。 

■必要なちの 

•『セットアップガイド』（本書） 

アプ U ケーシヨンによっては、再インス!-ール時に ID 番号などび必要です。あ日かじめ確認し 
てか日、再インストールすることを推奨します。 

同じアプ1」ケーシヨンびすでにインストールされているとさは、コント□ールパネルの「プロ 
グラムのアンインス I ル」または各アプ U ケーシヨンのアンインストールプ□グラムを実行 
して、アンインス!ルを行ってください。 

アンインス I -ールを行わずに再インス I -ールを実行すると、正常にインス I -ールできない場合 
びあります。ただし、上記のどちらの方法でちアンインス!-ールび実行でさないアプ U ケー 
シヨンは、上書きでインストールしてち問題ありません。 



買つたとさのが態に戻すには—リカバリ— 












凸 u カバリをしたあとは 


操作手順 

[スタート]ボタン（@)一 [すべてのプ□グラム] 
シヨンの再インス!ル]をクリックする 


[アプ U ケー 


比ットアップ画面へ]をクリックする 

アプ U ケーシヨンやドライバのセットアップメニュー画面び表示されます。アプリ 
ケーシヨンやドライバのセットアップメニューは、カテゴ U ごとのタブに分かれてい 
ます。 

初めて起動したときは、[ドライバ]タブび表示されています。タブをク U ックして 
再インス I -ールしたいアプ U ケーシヨンを探してください。 

画面左側にはアプ I 」ケーシヨンの一覧び表示されています。 

画面ち側にはアプ U ケーシヨンの説明び書かれていますので、よくお読みください。 

画面左側のアプリケーシヨン名を選択し、画面ち側の rxxx のセット 
アップ」をクリックする 

rxxx 」 にはアプ U ケーシヨン名び入ります。選択したメニューによっては別の言葉 
び表示されます。 

表示されるメッセージに従ってインス!ルを行う 

[ファイルのダウン□ー ド]画面び表示された場合は、[実行]ボタンをク U ックして 
くださし、。 



買つたとさの状態に戻すには—リカバ U — 











凸リカバリをしたあとは 


Office 製品を再インストールする 


* 〇讯 ce 搭載モデル、 PowerPoint 搭載モデルのみ 

ここでは 、 Office Personal 2007または Office Professional 2007および Office 
PowerPoint 2007を再インス I -- ルする方法を説明します。 

■が要なちの 

付属のパッケージに、必要なちのび一式入っています。 
r Mi eras oft ® Office Personal 2007」一式 
「 Microsoft ® Office Professional 2007」一式 
「 Microsoft ® Office PowerPoint ® 2007」一式 

再インス I ルした場合、ライセンス認証び必要になります。 

I 再インストール方法とセットアップ方法 _ 

詳細は、それぞれのパッケージに付属の『スタートガイド』を確認してください。 

■ Office ナビの場合 

「 Microsoft ® Office ナビ2007」は、アプ U ケーシヨンの再インストールか日再インス! -- 
J レします。 

① [スタート]ボタン （©) 一 [すべてのプ□グラム]一[アプ U ケーシヨンの再インス 
I -ール]をク I 」ックする 

② [セットアップ画面へ]をク U ックする 

③ [ Windows 関還タブをク U ックする 

④ 画面左側の [ Microso け Office ナビ200 7] をク U ックし、表示された画面に従ってセッ 
トアップする 



買つたとさの状態に戻すには—リカバリ— 













凸 u カバリをしたあとは 


バックアップしておいたデータを復元する 


バックアップをとっておいたデータを使いたい場合は、バックアップした外部記憶メディアか 
らデータを読み込んでください。 

■インターネット接続の設定情報 

インターネット接続の設定情報は、データのバックアップびとれません。 

プ□バイダから送られてさた書類や、お客様ご自身で設定情報を控えておいたメモなどを元に、 
ちラ]度設定し直してください。 

■[ドキュメント]、[お気に入り]の データ 

八'ックアップをとったデータを利用することびでさます。 

■ Windows メー ルの データ 

•メールアカウント •メール送受信データ 

•メールフォルダ •メールアドレス帳 

バックアップをとったデータを 、 「Windows メール」で読み込んでください。 

■ MS - IME で登録した単語 

詳しくは 「 MS - IME 」 のヘルプを確認してください。 

■その他のファイルやフォルダなど 

• プレインス I -ールされているアプ U ケーシヨンのデータやファイル 
• お客様びインス I -ールされたアプ U ケーシヨンのデータ 
• お客様び作成されたフォルダとファイル 

など 

バックアップした外部記憶メディアか日、バックアップをとったデータび保をされていた場所 
に、データをコピーして復元してください。 

アプリケーシヨンによってパ'ックアップ方法や復元方法び用意されている場合は、その方法に 
従って復元してください。詳しくは、アプ U ケーシヨンのヘルプを参照してください。 



買つたとさの状態に戻すには—リカバ U — 










■ デイ y — ケアとアフターケア 

-廃棄と譲お- 

この章では、 パソコンの曰ごろのお手入れや、保守や修理に関するこ 
とを説明しています。 

パソコン本体を捨てるときや人に譲るときの処置について知っておい 
て欲しいことを説明しています。 


1曰常の取り扱いとお手入れ 
2アフターケアについて... 
3捨てるとき/人に譲るとき 
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曰常の巧り巧いとお手入れ 


A ま意 


•お手入れの前には、必ずパソコンやパソコンの周辺機器の電源を切り、 AC アダプタの電 
源プラグをコンセントか5抜くこと 

電源を切 b ずにお手入れをはじめると、感電するおそれびあります。 



機器への強い衝撃や外圧について 


機器に強い衝撃や外圧を与えないようにを意してください。製品には精密部品を使用しておりま 
すので、強い衝撃やが圧を加えると部品び故障するおそれびあります。 


日常の取り扱いでは、なのことを守ってください。 


パソコン本体および付属品について 


•『まむしてお使いいただくために』に、パソコン本体、 AC アダプタ、電源コードを使用す 
るとさに守ってほしいことび記述されています。 

あ日かじめその記述をよく読んで、必ず指示を守ってください。 

• 機器の巧れは、柔らかくきれいな乾いた巧などでふき取ってください。巧れびひどいときは、 
水に浸した巧を固くしぼってからふきます。 

中性洗剤、揮発性の有機ミ容剤（ベンジン、シンナーなど)、化学ぞラさんなどは使用しない 
でください。 

•薬品や殺虫剤などをかけないでください。 

• ディスプレイは静かに閉じてください。 

•使用でさる環境は;欠のとおりです。 *1 
温度已〜3已。 C 、 湿度2□〜80% 

*1 使用環境条件は、本製品の動作を保証する温湿度条件であり、性能を保証するちのではありません。 
•落としたり、衝撃を与えないでください。 

• 高温になる場所や湿度の高い場所には置かないでください。 

• 水をかけたり、湿気のをいちのの上に置かないでください。 

•分解しないでください。 

• なのよラな場所で使用や保管をしないでください。 

直射日光の当たる場所/非常に高温または低温になる場所/急激な温度変化のある場所（結 
露を防ぐため）/強い磁気を帯びた場所（スピーカなどの近く）/ホコ U のをい場所/振動 
の激しい場所/薬品の充満している場所/薬品に軸れる場所 
• 使用中に本体の底面や AC アダプタび熱くなることびあります。本体の動作状況により発熱 
しているだけで、故障ではありません。 


デイリ—ケアと「ノフタ—ケ「ノ-廃棄と li 患渡- 
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D 曰常の取り扱いとお手入れ 


•ケーブル類は折り巧げたり、卷き付けたりしないでください。故障の原因となることびあり 
ます。 

•電源コードのプラグを長期間にわたって AC コンセントに接続したままにしていると、プラ 
グにホコ U びたまることびあります。定期的にホコ U をふさ取ってください。 


Kfl キーボード 


柔日かい乾いた素材のきれいな布でふいてください。 

巧れびひどいときは、水に浸した布を固くしぼってふきます。 

キーのすさまにゴミび入ったとさは、エアーで吹さ飛ばすタイプのク U —ナで取り除さます。 

ゴミび取れないときは、使用している機種名を確認してか日、購入店、または保守サービスに 
相談してください。 

飲み物など液体をこぼしたときは、ただちに電源を切り、 AC アダプタとバッテ U パックを取り 
はずして、購入店、または保守サービスに相談してください。 



タッチパッド 

乾いた柔 b かい素材のされいな巧でふいてください。 

巧れびひどいときは、水かめるま湯に浸した巧を固くしぼってからふきます。 


a 液晶ディスプレイ 

液晶ディスプレイの取り巧いについて 


液晶ディスプレイの破損や故障を防ぐために、なのことを必ず巧ってください。 

• 液晶ディスプレイ表面を巧さないでください。 

•液晶ディスプレイ部分をつかんで持ち上げないでください。 

• キーボード上にペン等、ちのをはさんだ状態で液晶ディスプレイを閉じないでください。 
•液晶ディスプレイを開閉する際は片手でパームレストを巧さえゆっくり開閉してください 
(無理な力を加えないでください)。 
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D 日常の取り扱いとお手入れ 


I 画面のぉ手入れ _ 

•画面の表面には偏光フィルムび貼られています。このフィルムは傷つさやすいので、むやみ 
に触れないでください。 

表面びミちれた場合は、柔らかくされいな布で軽くふさ取ってください。水や中性洗剤、揮発 
性の有機を剤、化学ぞラさんなどは使用しないでください。 

• 無理な力の加わる扱いかた、使いかたをしないでください。 

液晶ディスプレイは、ガラス板間に液晶を配向処理してミ主入してあります。強い力を加える 
と配向び乱れ、発色や明るさび変わって元に戻日なくなる場合びあります。また、ガラス板 
を破損するおそれちあります。 

• 水滴などび長時間付着すると、変色やシミの原因になるので、すぐにふさ取ってください。 
ふさ取る際は、力を入れないで軽く行ってください。 

^ 31 巧像防止にっぃて _ 

長時間同じ画面を表示したままにしていると、画面表示を変えたときに前の画面表示び残るこ 
とびあります。この現象を残像といいます。残像は、画面表示を変えることで徐々に解消され 
ますび、あまり長時間同じ画面を表示すると画像び消えなくなりますので、同じ画面を長時間 
I 表示するよラな使いかたは避けてください。 

/ V また、巧の機能を利用すると、残像防止びできます。 

ア • スク I 」ーンセーバーを設定する 

と スク U — ンセーパーの設定 『Windows ヘルプとサポート』 

•「電源オプション」で「ディスプレイの電源を切る」を設定する 
電源オプション《オンラインマニュアル》 

ふ I 表示にっぃて _ 

ア TFT カラー液晶ディスプレイは非常に高度な技術を駆使して作日れております。非点灯、常時 
I 点灯などの画素（ドット）びを在することびあります（有効ドット数の割合は9目.9目％(上で 

壁 す。有効ドット数の割合とは、「対応するディスプレイの表示しラる全ドット数のラち、表示巧 
で 能なドット数の割合」です)。また、見る角度や温度変化によって色む日や明るさのむらび見え 
譲 る場合びあります。これ日は、故障ではありませんので、あ日かじめご了承ください。 

渡 

〇指紋センサ 

指紋センサ表面び巧れている場合には、認識率び低下する可能性びあります。眼鏡ふき（ク 
U —ナーク□ス）などのされいな柔日かい布で軽くふさ取ってか日お使いください。 

指紋センサ表面を強くこすらないでください。また、洗剤などは使用しないでください。故障 
するおそれびあります。 
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D 曰常の取り扱いとお手入れ 


CD/DVD 


CD / DVD の内容は故障の原因にかかわ日ず保障いたしかねます。製品を長持ちさせ、データ 

を保護するためにち、なのことを必ず守ってください。 

•傷、巧れをつけないよラ、取り扱いには十分にごミ主意ください。 

• CD / DVD を折り曲げたり、表面を傷つけたりしないでください。 CD / DVD を読み込むこ 
とびでさなくなります。 

• CD / DVD を直射日光び当たるところや、極端に暑かったり寒かったりする場所に置かない 
でください。また、 CD / DVD の上に重いちのを置かないでください。 

• CD / DVD は専用のケースに入れ、清潔に保護してください。 

•巳 D / DVD を持つとさは、外側の端か、中央の巧のところを持つようにしてください。 
データ記憶面に指紋をつけてしまラと、正確にデータび読み取れなくなることびあります。 

• CD / DVD のデータ記憶面/レーベル面とちにラベルを貼らないでください。 

• CD / DVD のデータ記憶面に文字などを書かないでください。 

• CD / DVD のレーベル面に文字などを書くとさは、油性のフェルトペンなどを使用してくだ 
さい。ボールペンなどの硬いちのを使用しないでください。 

• CD / DVD び巧れたりホコ I 」をかぶったりしたとさは、 

乾燥した清潔な布でふさ取ってください。ふさ取りは 
円盤に沿って環状にふくのではなく、円盤の中むから 
外側に向かって直線状にふくよラにしてください。乾 
燥した巧ではふさ取れない場合は、水か中性洗剤で湿 
日せた布を使用してください。ベンジンやシンナーな 
どの薬品は使用しないでください。 




Efl フロッピーディスクドライブ 

市販のク U —ニングディスクを使って、]力月に]回を目まにク U —ニングしてください。 


E ■フロッピーディスク 

フ□ッピーディスクは消耗品です。傷びついた場合は交換してください。 

フ□ッピーディスクを取り扱ラときには、次のことを守ってください。 

•フ□ッピーディスクに保をしているデータは、万一故障び起こったり、消失した場合に備え 
て、定期的に複製を作って保管するよラにしてください。 

フ□ッピーディスクに保をした内容の障書については、当社は一切その責任を負いませんの 
で、あ b かじめご了承ください。 

• シャッター部を開けて磁性面を触らないでください。巧れると使用でさなくなります。 
•スピーカなど強い磁気を発するちのに近づけないでください。 

記録した内容び消えるおそれびあります。 

•直射日光に当てたり、高温のちのに近づけないでください。 

• 本やノー トなど重いちのを上に置かないでください。 
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D 日常の取り扱いとお手入れ 


• 使用場所、保管場所の温度は次のとおりです。 


環境 

使用時 

保管時 

温度 

已~3已で 

4〜已3で 


•ラベルは正しい位置に貼ってください。貼り替えるときに重ね貼りをしないでください。 

• ホコ U のをい場所、タバコの煙び充満している場所に置かないでください。 

•保管の際は、プラスチックケースに入れて<ださい。 

•きべ物、タバコ、消しゴムのカスなどの近くにフ□ッピーディスクを置かないでください。 

E ■データのバックアップについて 

重要な内容は必ず、定期的にノ（ックアップをとって保をしてください。 

バックアップとは八ードディスクやソフトウエアの故障などでファイルび使用でさなくなった 
ときのために、あ日かじめファイルをフ□ッピーディスクや CD - R 、 CD - RW などにコピーし 
てお < ことです。 

本製品は;欠のよラな場合、ス U —プまたは休止状態び無効になり、本体内の記憶内容び変化し、 
消失するおそれびあります。 

•誤った使いかたをしたとさ 
• 静電気や電気的ノイズの影響を受けたとさ 

•長期間使っていなかったために、バッテ U (バッテ U パック、時計用バッテ U ) の充電量び 
なくなったとさ 

•故障、修理、バッテ U 交換のとき 

•パ' ッテ U 駆動で使用しているときにパ' ッテ U パックを取りはずしたとさ 
• 増設メモ I 」の取り付け/取りはずしをしたとさ 

記憶内容の変化/消失については、八ードディスクやフ□ッピーディスクなどに保をした内容 
の損書については当社は一切その責任を負いませんので、あらかじめご承知ください。 
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本製品には、有寿命部品び含まれています。有寿命部品の交換時期の目安は、使用頻度や使用 
環境（温湿度など）等の条件により異なりますび、本製品を通常使用した場合、 ] 曰に約8時間、 
] 力月で2已曰のご使用で約已年です。上記目安はあくまで目安であって、故障しないことや無 
料修理をお約束するちのではありません。 

なお、24時間を超えるよラな長時間連続使用等、ご使用状態によっては早期にあるいは製品の 
保証期間内でち部品交換（有料）び必要となります。 

■対象品名 

本体液晶ディスプレイ*,、八ードディスク ユニット、 CD / DVD ドライブが、フ□ッピーディス 
クドライブが、キーボード、タッチパッド、マウス* 3 、冷却用ファン、ディスプレイ開閉部 
(ヒンジ）* 4 、 AC アダプタ 

* 1工場出荷時から画面の明るさび半減するまでの期間。 

*2 それぞれ内蔵されているモデルび巧象です。 

*3 付属しているモデルび巧象です。 

*4 液晶ディスプレイを開いたとさに固定するための内部部品です。 

社団法人電モ情報技術産業協会「パソコンの有寿命部品の表記に関するガイドライン」について 
http :// it . jeita . or . jp / perinfo / committee / pc /0503 parts / inclex.html 



■バッテリパック 

バッテ U パック（充電式 U チウムイオン電池）は消耗品です。 

長時間の使用により消耗し、充電機能びお下します。 

充電機能び低下した場合は、別売りのバッテ U パックと交換してください。 

別売りのバッテ U パックと交換する前に、必ず指定の製品煙街を確認してください。 
バッテ U バックについて『取扱説明書』 



アフターケアにごいて 



巧巧サービスについて 


保守サービスへの相談は、『東芝 PC サポートのご案内』を確認してください。 

保守-修理後はパソコン内のデータはすべて消去されます。 

保巧-修理に出す前に、作成したデータのほかに次のデータのバックアップをとってください。 
• メール •メールのアドレス帳 • U カバ U (再セットアップ）ツール 


•メール •メールのアド 
•インターネットのお気に入り 
• TPM 内部のデータ など 


自分で作成したデータ 


ち寿命部品について 
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H アフターケアについて 


付属品について 


付属品（バッテ U パック. AC アダプタなど）については、「東芝パソコンシステム 
ンショップ」でご購入いただけます。 

■東芝パソコンシステム-オンラインショップ 

TEL : 03-327 白-9772 

受付時間： ] ひ□□〜12:00 13:00-1 7:00 

(± •曰-祝日、当社指定の休日を除く） 

URL : http://shop.toshiba-tops.co.jp 


オンライ 


f 呆巧部品（捕修用性能部品）の最ほ巧ち巧巧 



保守部品（補修用性能部品）とは、本製品の機能を維持するために必要な部品です。 
本製品の保守部品の最低保有期間は、製品発表月か日己年6力月です。 
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mm お客様登録の削除について 

• ホームぺージか日削除する 

東芝 ID ( TID ) をお持ちの場合はこち日からお願いします。 

① インターネットで 「 http :// room 1048. jp 」 へ接続する 

② [□グイン]ボタンをク I 」ックする 

[セキュ U ティの警告]画面び表示された場合は、内容を確認し、 [0 のボタンをクリッ 
クしてください。 

③ 陳芝 ID ( TID )] と[パスワード]に入力し、[□グイン]ボタンをク U ックする 
お客様専用 ページに □グインします。 

④ ページち上の[登録情報変更]をク U ックする 
[登録情報変更メニュー]画面び表示されます。 

⑥[退会]をク U ックし、登録を削除する 

※退会ではなく、商品の削除のみのお客様は「登録情報変更」メニューで、商品削除を行っ 
てください。 

※。〇を退会されますと、 「 Shopl 048」 での TID 会員メニュー、およびポイントサービス 
などちご利用いただけなくなりますので、あ日かじめご了承ください。 

• 電話で削除ずる 

r 東芝 ID 事務局（お客様情報変更)」までご連絡ください。 

•東芝 ID 事務局（お客様情報変更） 

TEL : 0已 70-09-1 048 

受付時間： ] ひ00〜] 7:00吐•曰、祝日、東芝特別休日を除く） 

紹介しているホームページ、電話番号はお客様登録の内容変更、削除に関する問い合わせ窓口 
です。 

保守サービス、修理などの技術的な相談は、『東芝 PC サポートのご案内』を確認してください。 
法人のお客様の場合は、□グインで表示される画面び異なります。 

登録情報の変更および退会は「登録情報変更」のメニューで、ご自身で行っていただくことび 
でさますび、商品の削除びでさませんので、その場合は東芝 ID 事務局までお電話でご連絡くだ 
さいますよラお願いいたします。 

•詳しくは、なのホームページを参照してください。 

URL : https://room 1 048. jp / onetoone / info / business.htm 

また U サイクルに関しては、『東芝 PC サポートのご案内』を参照してください。 



3 I 括てるとを/人に譲るとを 
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B 捨てるとき/人に譲るとき 


(八ードディスクの U カバ U ツールを使用する場合） 

なお、八ードディスクに保をされている、これまでに作成したデータやプ□グラムなどはすべ 
て消失します。これ日を復元することはできませんので、ミ主意してください。 

I 操作手順 _ 

八ードディスクの内容を削除するには、八ードディスクの U カノのツール、作成した U カバ U 
ディスクまたは付属の U カバ U DVD - ROM / U カノ （U CD - ROM を使用します。 

八ードディスクの U カバ U ツールを使用すると、八ードディスク内のデータはすべて消去され 
ますび、 U カバ U ツールは残ります。 

作成した U カバ U ディスクを使用すると、八ードディスク内のデータと共に U カバ U ツールち 
消去されます。 

ここでは、八ードディスクの U カバ U ツールか日行う方法を例にして説明します。 U カバ U 
ディスクまたは付属の U カバ UDVD - ROM / U カバ UCD - ROM か日行ラ場合は、手順 D の 
前にディスク（ディスク])をセットしてください。 


Q パソ]ンの電源を切る 


AC アダプタと電源コードを接続する 


A - ドディスクの内容をずべて消去ずる 


パソコン上のデータは、削除操作をしてち実際には残っています。普通の操作では読み取れな 
いよラになっていますび、特殊な方法を実行すると削除したデータでち再現でさてしまいます。 
そのよラなことびでさないよラに、パソコンを廃棄または譲ミ度する場合など、他人に見られた 
くないデータを読み取れないよラに、消去することびできます。 



八ードディスクの 
データをすべて 
消去 



システム回復 
オプション領域 


デ V リ—ケアとアフタ—ケア—廃棄と譲渡— 


8 

7 
















B 捨てるとき/人に譲るとき 



回（ゼロ）キーを押しなび5電源スイッチを押し、 [ dynabook ] また 
は [ TOSH 旧 A ] 画面び表示された5手をはなす 

メッセージ画面び表示されます。手順0に進んでください。 

【リカバリディスクまたは付属のリカバリ DVD - ROM / リカバリ CD - ROM をセットし 
ている場合】 

下た 1 キーを巧しなび日電源スイッチを巧し、 [ dynabook ] または [ TOSHIBA ] H 
面び表示されたら手をはなします。 

ユーヴパスワードを設定している場合は、パスワード入力画面び表示されます。 

ユーヴノ（スワードを入力して I ENTER I キーを巧してください。 

アイコンび表おされた場合は、日 g キーで CD のアイコンを選択し、 I ENTER I キーを 
巧します。 

メニューび表示された場合は、田田キーでに D / DVD ] を選択し 、I ENTER | キーを 
巧します。 

[復元方法の選択]画面び表示されます。 

[TOSHIBA Recovery Wizard ] をチェックし①、じ夕へ]ボタンを 
クリックする② 



① 


② 


[システム回復オプション]には、パソコンを使用するうえでのさまざまなトラブル 
やデータ保護に対応したメニューび用意されています。詳細は「3章 0-® システ 
ム回復オプションについて」を参照してください。 

メッセージ画面び表示されます。 

画面の内容を確認し、[はい]ボタンをクリックする 

[復元方法の選択]画面び表示されます。 




IJ 


ケ 

ア 

と 

ア 


フ 

夕 

I 

ケ 

ア 


I 

廃 

案 

と 
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且捨てるとき/人に譲るとき 


[八ードディスク上の全データの消去]をチェックし①、[巧へ]ボタ 
ンをクリックする② 


<復元方法の還が> 
復元ち;去を還巧してくださし1。 


' 巧インストールソコトウ王アの i 复元 

巧巧インストールソフトウ I アを误元します。 




巧 n —ドディスウ上の全デ—与の消モ 

A -ドディスウ上の全デー5を消去しまず。 


.① 


n ホへのぃ]卜 


.② 


消去方法を遇択する画面び表示されます。 


目的に合わせて、[標準データの消去]または[機密データの消去]を 
チェックし①、[巧へ]ボタンをクリックする② 

通常は[標準データの消去]を選択してください。データを読み取れなくなります。 
より確実にデータを消去するためには、[機密データの消去]を選択してください。 
数時間かかりますび、データは消去されます。 




リトドディスウ上のをデー々の消去> 
;肖モちぶを邊巧してくださし、。 


巧 i 複寞デー如);自棄 


■ 巧をデータの消去 


.① 


このブロたスは、ハードデイスウのサイスによって、 B 寺巧びかか0まず。 


=戻る曲( I ホへ化ぃ1、 


.③ 


[八ードディスクの内容は、すべて消まされます。]画面が表示されます。 


デイリ—ケアと「ノフタ—ケ「ノ-廃棄と讓- 
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B 捨てるとき/人に譲るとき 


[なへ]ボタンをクリックする 

処理を中止する場合は、[キャンセル]ボタンをク U ックしてください。 
[次へ]ボタンをク U ックすると、消去び実行されます。 

消去中は、次の画面び表示されます。 



g 消去び完了すると、終了画面び表示されます。 

f mYi ボタンをクリックする 

ディスクから行った場合は、自動的にディスクび出てさます。ディスクを取り出して 
ください。 

I TPM の内容を消去する _ 

* TPM 搭載モデルのみ 

TPM を使用している場合、八ードディスクドライブだけでなく、 TPM 内部のデータを削除す 
る必要びあります。登録情報など、セキュ U ティに関する重要な情報び含まれているため、必 
ずデータを削除してください。 

TPM『Trusted Platform Module 取扱説明書』 



デイリ—ケアとアフタ—ケア—廃棄と譲渡— 
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<MEMO> 



<MEMO> 



<MEMO> 



<MEMO> 



<MEMO> 



<MEMO> 



リカバリ（再セットアップ) 
チェ ックシー ト 


U カバ U は、本ページをコピーするなどして、なの項目を順番にチェックしなびら実行してく 
ださい。本ページに記載されている各チェック項目の詳細は、「3章買ったときの状態に戻す 
にはーリカバリー」で説明しています。 


Mm リカバリをする前にお認すること 


□ウイルスチェックソフトで、ウイルス感染のチェックを実行する 
□セーフモードで起動でさるかどラか実行してみる 
□周辺機器をすべて取りはずし、再度確認してみる 
□ほかのトラスレ解消方法を探してみる 

『取扱説明書』《オンラインマニュアル》 


B ) リカバリをはじめる前にしておくこと 


□① 準備ずるちの 

□『セットアップガイド』（本書） □ 阳巧及説明書』 

□この U カバ U チェックシートをコピーしたちの 

□ U カノのディスク（作成した U カバ U ディスクか日 U カノのする場合） 

□ U カバ U DVD-ROM/U カバ UCD-ROM (付属しているモデルの場合） 

□ ② 必要なデータの J 〇ックアップをとる 

バックアップをとることびできる場合は、とっておいてください。 U カバ U をすると、購入 
後に作成したデータはすべて消失します。 

□ ドキュメントのデータ □購入後にデスクトップに保をしたデータ 

□インターネットエクスプ□ーラのお気に入り 

□メール送受信データ □メールアドレス帳 

□プレインスI-ールされているアプ U ケーシヨンのデータやファイル 

□購入後にインストールしたアプI」ケーシヨンのデータ 

□購入後に作成したフォルダやファイル 

□③ アプリケーシヨンのセットアップ用のメディアを確認する 

「Microsoft Office」 や、購入後にインス!ルしたアプ U ケーシヨンなどは、 U カバ U 後 
にインストールする必要びあります。 U カバ U した直後は、お客様びインストールしたソフ 
卜などは復元されません。ご購入されたメディアなどか日再度インスI-ールしてください。 

□④ 各種設定を確認ずる 
□⑥あ日かじめ、音量を調節ずる 

U カバ U 後、 Windows セツトアップび終了するまで音量の調節びできないためです。 


□⑥ 周辺機器をずベて取りはずす 


Km リカバリ（再セットアップ）の流れ 


U カバ U をする場合は、なのよラな流れで作業を行ってください。 

□ U カバ U (再セットアップ） 

□ Office 製品のインストール □アプ U ケーシヨンのインストール 

□周辺機器（マウス-メモ U • プ U ンタなど）を取り付けて、設定する 
□インターネットの設定 □ウイルスチェックソフトの更新 

□ Windows Update □データの復元やメールの設定 
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